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飛騨市・新港郷友好都市提携一周年記念事業 特
集

　
飛
騨
市
と
新
港
郷
は
、平
成
6
年
に
台
湾
の
行
政
院
文
化
建
設
委

員
会
の
日
本
視
察
団
が
偶
然
に
飛
騨
古
川
を
訪
れ
た
ご
縁
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
以
降
、
新
港
郷
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た

新
港
文
教
基
金
会
と
飛
騨
市
観
光
協
会
、古
川
祭
保
存
会
と
の
間
で

活
発
な
民
間
交
流
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。　

　
平
成
18
年
に
は
、台
湾
の
小
学
校
４
年
生
の
国
語
の
国
定
教
科
書

に
飛
騨
古
川
の
ま
ち
づ
く
り
が
紹
介
さ
れ
、
平
成
27
年
に
は
、
台
湾

の
台
中
に
て
古
川
祭
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、現
地
で
起
し
太
鼓
や
獅

子
舞
、
子
ど
も
歌
舞
伎
を
実
演
す
る
な
ど
、
多
く
の
方
に
古
川
祭
を

知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
交
流
が
実
を
結
び
、平
成
29
年
10
月
13
日
に
自
治
体
レ

ベ
ル
で
の
友
好
都
市
提
携
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。そ
の
後
、「
日
台

友
好
の
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
市
内
高
校
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」、

「
図
書
の
本
の
交
流
」な
ど
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
友
好
都
市
提
携
締
結
の
一
周
年
を
記
念
し
、
10
月

12
日（
金
）か
ら
10
月
14
日（
日
）の
３
日
間
に
わ
た
り
、台
湾
新
港
郷

の
郷
長
は
じ
め
総
勢
92
名
を
お
招
き
し
て
、飛
騨
市
・
新
港
郷
友
好

都
市
提
携
一
周
年
記
念
事
業（
同
事
業
実
行
委
員
会
池
田
孝
吉
実
行

委
員
長
）を
開
催
し
ま
し
た
。

飛騨市・新港郷友好都市提携一周年記念事業
台湾新港郷と友好の絆深める

しん かん ごう

▲友好都市提携締結式の様子（平成29年10月13日）

▶
飛
騨
古
川
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
台
湾
の

　教
科
書

２
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新
港
郷
の
皆
さ
ま
と
市
民
と
の

交
流
を
深
め
る
た
め
、
古
川
町
公

民
館
で
歓
迎
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
新
港
郷
か
ら
は
、
林
茂
盛
新
港

郷
長
や
新
港
奉
天
宮
の
何
達
煌
董

事
長
、
新
港
文
教
基
金
会
の
陳
政

鴻
董
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
訪
問

団
の
皆
さ
ま
、
市
か
ら
は
都
竹
市

長
や
池
田
実
行
委
員
長
な
ど
関
係

者
、
一
般
参
加
の
市
民
ら
あ
わ
せ

て
約
1
6
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
交
流
会
で
は
、
池
田
実
行
委
員

長
や
都
竹
市
長
、
林
新
港
郷
長
ら

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
新
港
郷
で
育

て
た
「
ひ
だ
ほ
ま
れ
」
と
飛
騨
産

「
ひ
だ
ほ
ま
れ
」
を
使
用
し
た
日

台
友
好
の
酒
「
朋
」
で
乾
杯
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
若
松
さ
ま
の
披
露
や

記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
、
市
か
ら

は
、「
飛
騨
春
慶
」の
お
盆
を
新
港

郷
へ
贈
り
、
新
港
郷
か
ら
は
、
台

湾
で
海
を
守
る
女
神
と
し
て
信
仰

を
集
め
る
「
媽
祖
」
の
置
物
や
台

湾
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
「
交
趾

焼
（
色
絵
陶
磁
器
）」
な
ど
豪
華
な

記
念
品
が
市
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
都
竹
市
長
は
「
新
港
郷
の
方
々

に
飛
騨
市
の
魅
力
を
た
く
さ
ん

知
っ
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
が
お

互
い
の
文
化
を
知
る
中
で
さ
ら

に
友
好
の
絆
、
心
の
絆
が
深
ま
る

３
日
間
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
林
新
港
郷
長
は
「
新
港
郷
の
文

化
や
特
色
を
飛
騨
市
の
皆
さ
ん

に
紹
介
す
る
た
め
に
、
式
典
や
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
た

ち
も
全
力
で
新
港
郷
の
文
化
を

披
露
し
ま
す
」
と
感
謝
を
伝
え
ま

し
た
。

　
古
川
祭
保
存
会
の
協
力
の

も
と
新
港
郷
の
皆
さ
ん
に
古

川
祭
の
屋
台
や
獅
子
舞
な
ど

を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、ま
つ

り
広
場
に
お
い
て
、「
古
川
祭

屋
台
特
別
曳
き
揃
え
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。会
場
に
訪
れ
た
新

港
郷
の
皆
さ
ん
や
立
ち
寄
っ

た
観
光
客
ら
は
、古
川
祭
さ
な

が
ら
の
曳
き
揃
え
や
闘
鶏
楽
、

か
ら
く
り
、獅
子
舞
な
ど
を
堪

能
し
ま
し
た
。

■新港郷歓迎交流会
古川町公民館

10月12日（金）

▲交流会の様子

▶
林
新
港
郷
長
へ「
飛
騨
春
慶
」の

　お
盆
を
贈
呈
す
る
都
竹
市
長

▶
屋
台
特
別
曳
き
揃
え
の
様
子

▶
陳
董
事
長
か
ら「
交
趾
焼
」を

　受
け
取
る
都
竹
市
長

■
古
川
祭
屋
台

　
　
　特
別
曳
き
揃
え

　
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
交
流
広

場
に
お
い
て
、
台
湾
友
好
屋
台
村

と
題
し
た
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し

た
。台
湾
の
グ
ル
メ
で
あ
る
小
籠

包
や
チ
マ
キ
が
販
売
さ
れ
た
ほ

■
台
湾
友
好
屋
台
村
&

　
　m
a
m
a 

m
e

　
　
　
　
　p
a
r
t
y

10月13日（土）

こ
う
ち
ゃ

ま
そ

き

と
も

り
ん
も
せ
い

か
た
つ
こ
う

ち
ん
せ
い

こ
う

３ 2018年11月号

題
ろいろい

話のちま
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テープカットを行う関係者ら

水力発電で地域活性化へ
10月11日（木）　宮川町菅沼　菅沼水力発電所

「菅沼水力発電所」竣工式

覚書を手にする岩井署長と都竹市長

犯罪ゼロのまちを目指して
10月９日（火）　市役所

飛騨警察署と防犯カメラに関する協定を締結

　市と飛騨警察署の間で防犯カメラに関する協定締結式が
９日、市役所で行われました。
　この協定は、市の取り組みとして進めている防犯カメラの
設置について、同署から設置に関する助言をいただいたり映
像データを犯罪捜索に役立てるものです。
　式では、同署の岩井靖署長と都竹市長が出席し、協定書
に調印しました。
　今年度は市役所駐車場や若宮駐車場など４カ所に計５台
の防犯カメラを設置予定で、来年度は道の駅スカイドーム神
岡など４カ所、再来年は２カ所に設置する予定です。

子どもたちに喜んでもらいたい
10月11日（木）　古川子育て支援センター

金子さんが木のおもちゃを寄付

木製キッチンセットで遊ぶ子どもたち

　木のおもちゃの贈呈式が11日、古川子育て支援センターで
行われました。
　この寄付は、古川町の大工である金子公彦さんが地元の
子どもたちにぜひ使ってほしいと手作りの木製キッチンセッ
トを市へ寄付するもので、この日は金子さんから都竹市長に
木製キッチンセットが贈呈された後、除幕が行われ利用者の
方々にお披露目しました。
　木製キッチンセットは、子どもたちが安全に遊べるように、
角を丸くする、釘を使わないなどさまざまな工夫がされてお
り、利用した子どもたちはとても楽しそうに遊んでいまし
た。

　大和ハウス工業㈱、東芝の子会社シグマパワーホール
ディングスと坂本土木㈱の3社の合弁会社ＤＴＳ飛騨市水
力発電㈱が11日、宮川町菅沼地区で建設を進めてきた「菅
沼水力発電所」が完成し竣工式が行われました。　
　この日は、関係者ら約60人が竣工式に出席し、テープ
カットや発電起動式、発電所内のお披露目などが行われま
した。
　都竹市長は「飛騨市にとって水を電気に変えることは市
民の誇りに繋がり、飛騨市の環境をこのように使えると自
信にも繋がる。水力発電は永く続く取り組み。私たちの世
代のみならず子どもや孫の世代までも維持や取り組みをし
ていきたい」とあいさつしました。

テープカットを行う橋本会長と都竹市長

障がい者の就労を支援
10月10日（水）　古川町金森町

市内で初の就労移行支援事業所が開所

　社会福祉法人吉城福祉会は10日、就労移行支援事業所
「喫茶いこいの家」の開所式を行いました。
　「喫茶いこいの家」は、一般企業などで就労を希望する
障がいのある人が一定期間、就労するための知識や能力の
向上に必要な訓練を行うことができる就労移行支援事業
所で、事業所では喫茶店で働きながら、接客などによるコ
ミュニケ―ション能力向上やマナー学習、企業実習などの
就労訓練を行います。
　この日は、現地で開所式が行われ、都竹市長、同会の橋
本正人理事長ら関係者約32人が出席し、テープカットが行
われました。
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同
日
が
友
好
都
市
提
携
の
一

周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
お

互
い
の
伝
統
文
化
を
披
露
し
、

交
流
を
更
に
深
め
る
た
め
の
式

典
を
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
と
し

て
、
さ
く
ら
保
育
園
の
年
長
児

に
よ
る
「
獅
子
の
舞
」
の
お
遊
戯

が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
都
竹
市

長
、
林
新
港
郷
長
、
陳
新
港
文
郷

基
金
会
董
事
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
飛
騨
市
か
ら
は
、
江
戸
木
遣

り
保
存
会
に
よ
る
「
木
遣
り
」
と

飛
騨
市
消
防
団
神
岡
方
面
隊
梯

子
組
に
よ
る
「
梯
子
乗
り
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
港
郷
か
ら
は
、
新
港
奉
天

宮
の
映
像
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、触

れ
太
鼓「
報
馬
仔
」、楽
舞「
六
佾

舞
」、
獅
子
舞
、
道
教
の
少
年
神

「
電
音
三
太
子
」、
媽
祖
の
家
来

で
あ
る「
千
里
眼
」、「
順
風
耳
」

な
ど
色
鮮
や
か
で
見
て
い
て
と

て
も
楽
し
い
伝
統
芸
能
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
藤
橋
会
に
よ
る「
飛

騨
能
　
藤
橋
」の
上
演
や
、
本
年

８
月
に
新
港
郷
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
行
き
、
現
地
で
様
々
な
交
流

を
さ
れ
た
吉
城
高
等
学
校
・
飛

騨
神
岡
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ

る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
飛
騨
市
民
の
方
々
に
新
港
郷

の
文
化
や
飛
騨
市
と
の
交
流
の

歴
史
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
飛

騨
市
美
術
館
に
お
い
て
、
新
港

郷
・
飛
騨
市
文
化
展
覧
会
を
10

月
28
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
館
に
あ
た
り
、
林
新
港
郷

長
、
何
新
港
奉
天
宮
董
事
長
、
陳

新
港
文
郷
基
金
会
董
事
長
、
都
竹

市
長
、
布
俣
県
議
会
議
員
、
高
原

飛
騨
市
議
会
議
長
、
四
街
祖
媽

（
新
港
奉
天
宮
の
本
堂
に
祭
ら
れ

る
媽
祖
像
の
一
つ
で
由
緒
あ
る

神
像
）
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
、
開
館
を
待
っ
て
い
た
市
民

と
一
緒
に
媽
祖
が
奉
ら
れ
て
い

る
奉
天
宮
の
祭
壇
や
、
新
港
郷
の

芸
術
家
で
あ
る
金
細
工
の
呉
卿

氏
、
交
趾
焼（
色
絵
陶
磁
器
）の
陳

忠
正
氏
と
謝
東
哲
氏
、
木
彫
り
の

楊
永
在
氏
の
作
品
な
ど
71
点
の

伝
統
工
芸
品
等
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■飛騨市・新港郷友好都市提携
　一周年記念式典飛騨市文化交流センター

▲陳世憲氏による書道パフォーマンス

▲展覧会の会場▲テープカットを行う関係者ら

▲作品の説明をする呉卿氏 ▲媽祖を奉る奉天宮の祭壇

▲交趾焼の体験をする子どもたち

■
新
港
郷
・
飛
騨
市

　
　
　
　文
化
展
覧
会

か
、
新
港
郷
の
伝
統
工
芸
の
交
趾

焼
の
体
験
、
地
元
名
産
の
新
港
飴

や
お
茶
の
試
飲
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
同
会
場
で
は
、
11
時
か

ら
、
台
湾
で
有
名
な
書
道
家
の
陳

世
憲
氏
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
古
川
祭
保

存
会
の
駒
侑
記
扶
氏
の
笛
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
書
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
時
開
催
と
し
て
、
飛

騨
最
大
級
の
親
子
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
「
m
a
m
a 

m
e 

p
a
r
t
y
」

が
行
わ
れ
、
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

し
が
い
そ
ま

４
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場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ http://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト http://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 
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同
日
が
友
好
都
市
提
携
の
一

周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
お

互
い
の
伝
統
文
化
を
披
露
し
、

交
流
を
更
に
深
め
る
た
め
の
式

典
を
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
と
し

て
、
さ
く
ら
保
育
園
の
年
長
児

に
よ
る
「
獅
子
の
舞
」
の
お
遊
戯

が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
都
竹
市

長
、
林
新
港
郷
長
、
陳
新
港
文
郷

基
金
会
董
事
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
飛
騨
市
か
ら
は
、
江
戸
木
遣

り
保
存
会
に
よ
る
「
木
遣
り
」
と

飛
騨
市
消
防
団
神
岡
方
面
隊
梯

子
組
に
よ
る
「
梯
子
乗
り
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
港
郷
か
ら
は
、
新
港
奉
天

宮
の
映
像
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、触

れ
太
鼓「
報
馬
仔
」、楽
舞「
六
佾

舞
」、
獅
子
舞
、
道
教
の
少
年
神

「
電
音
三
太
子
」、
媽
祖
の
家
来

で
あ
る「
千
里
眼
」、「
順
風
耳
」

な
ど
色
鮮
や
か
で
見
て
い
て
と

て
も
楽
し
い
伝
統
芸
能
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
藤
橋
会
に
よ
る「
飛

騨
能
　
藤
橋
」の
上
演
や
、
本
年

８
月
に
新
港
郷
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
行
き
、
現
地
で
様
々
な
交
流

を
さ
れ
た
吉
城
高
等
学
校
・
飛

騨
神
岡
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ

る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
新
港
郷
の
皆
さ
ま
に
飛
騨
市

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

飛
騨
市
内
周
遊
ツ
ア
ー
を
行
い

ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
で
は
、
瀬
戸
川
と
白
壁

土
蔵
街
や
酒
蔵
、
飛
騨
古
川
ま
つ

り
会
館
な
ど
を
巡
る
飛
騨
古
川

散
策
や
、
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

に
て
飛
騨
市
河
合
町
歌
舞
伎
保

存
会
に
よ
る
「
地
歌
舞
伎
」
を
観

覧
さ
れ
、
昼
食
の
後
、
神
岡
町
に

移
動
し
、
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
体
験
、
江
馬
氏
館
跡
公
園

で
お
茶
体
験
、
宙
ド
ー
ム
神
岡
で

買
い
物
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
18
時
か
ら
、
八
ツ
三
館
に
て
新

港
郷
の
皆
さ
ま
と
市
関
係
者
に

よ
る
送
別
会
を
行
い
ま
し
た
。送

別
会
で
は
、
宮
川
町
の
北
振
若
連

中
に
よ
る
獅
子
舞
の
披
露
や
河

合
町
の
小
雀
獅
子
保
存
会
に
よ

る「
小
雀
獅
子
」が
披
露
さ
れ
、
大

喝
采
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
記
念
事
業
を
行
っ
た

こ
と
で
飛
騨
市
の
お
も
て
な
し

に
感
激
さ
れ
、
林
新
港
郷
長
は
、

「
今
後
は
ぜ
ひ
飛
騨
市
民
の
皆
さ

ま
に
新
港
郷
へ
お
越
し
い
た
だ

き
た
い
。飛
騨
市
ほ
ど
の
お
も
て

な
し
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
心
で
精
一
杯
お
も
て
な
し

を
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

■
ま
と
め

　
今
回
、
友
好
都
市
提
携
一
周

年
記
念
事
業
を
実
施
し
、
多
く

の
方
々
に
新
港
郷
を
知
っ
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。
20
年
以
上
続
い
て
い
る
こ

の
縁
を
今
後
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
、
新
港
郷
へ
の
学
生
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
支
援
を
は
じ
め
と

し
た
市
民
間
の
交
流
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■飛騨市内周遊ツアー
市内

10月14日（日）
▲「木遣」と「梯子乗り」の披露▲六佾舞の披露

▲ガッタンゴーを楽しむ林新港郷長ら

▲小雀獅子の披露 ▲新港郷と河合町歌舞伎保存会の皆さん

▲感謝を述べる林新港郷長

■
新
港
郷
送
別
会

５ 2018年11月号



場
版ドイワ

広の報情

６

財政課 0577-62-8903

　市の財政運営について市民の皆さんに知っていただくため、「飛騨市財政事情の作成および公表に関する条例」に基づ
き、年に２回、予算の執行状況などを公表しています。
　今回は、平成30年度（平成30年９月30日現在）の予算額に対する歳入・歳出額、基金、市債の状況をお知らせします。

お
知
ら
せ
平成30年度予算の執行状況を公表します（平成30年９月末現在）

●一般会計の執行状況

収入済額： 収入率： 支出済額： 執行率：

●特別会計の執行状況 ●基金の現在高

特別会計総額
収入率：32.0%
執行率：32.8%

●市債の現在高

●企業会計の執行状況

企業会計総額
収入率：31.6%
執行率：29.3%

会計名

会計名 市債現在高 市民１人あたり

基金現在高 市民１人あたり
138億6,472万円

16億3,678万円
14億4,883万円

169億5,033万円

568,832円
67,153円
59,442円

695,427円

　収入不足や将来の事業に備えて蓄えているお金（貯金）

　学校や道路などを整備するために借りたお金（借金）

合 計

　地方公営企業法の適用を受け、営利的な事業を行う会計

情報施設
給食費

下水道事業（５会計）

　特定の事業を行うため、一般会計とは別に設置される会計

一 般 会 計
特 別 会 計
企 業 会 計

後期高齢者医療

29億1,768万円
9億2,099万円
8億5,364万円

国民健康保険病院事業

支出済額
国民健康保険

水道事業

駐車場事業

介護保険

支出済額会計名

会計名 予算額 収入済額

87億440万円
27億8,853万円
28億5,668万円

　市が行う仕事の中心部分となる会計です。皆さんから納めていただいた市税や国から交付される地方交付税を主な収入源とし、福祉施策
やごみ処理、公共施設の整備、小・中学校の運営など様々な行政サービスの提供に使われます。

歳 入 90億4,878万円 41.9% 歳 出 29.4%

歳出総額
（ 29.4% ）

総務費
（ 25.0% ）

民生費
（ 33.9% ）

衛生費
（ 23.6% ）

土木費
（ 14.0% ）

公債費
（ 46.2% ）

その他
（ 28.5% ）

63億4,741万円

歳入総額
（ 41.9% ）

市税
（ 52.8% ）
地方交付税
（ 69.3% ）
国庫支出金
（ 13.4% ）

県支出金
（ 11.2% ）

市債
（ 0.0% ）

その他
（ 46.6% ）

216億   740万円
90億4,878万円
34億1,484万円
18億   322万円
72億1,435万円
50億   138万円
28億   418万円

3億7,674万円
15億2,600万円

1億7,090万円
30億1,000万円

０万円
36億3,803万円
16億9,654万円

216億   740万円
63億4,741万円
29億4,959万円

7億3,624万円
48億   528万円
16億3,112万円
13億8,969万円

3億2,752万円
28億3,139万円

3億9,643万円
28億8,702万円
13億3,297万円
67億4,444万円
19億2,312万円

1億2,745万円
7億2,618万円

1億5,957万円
7億6,142万円

679,329円
384,208円

60,558円
1,124,095円

165億5,798万円
93億6,468万円
14億7,605万円

273億9,870万円

一 般 会 計
特 別 会 計
企 業 会 計
合 計

予算額 収入済額

■ 予算額 ■ 収入済額 ■ 支出済額

■ 予算額 ■ 収入済額 ■ 支出済額

■ 予算額 ■ 収入済額 ■ 予算額 ■ 支出済額

10億3,681万円
1億2,606万円

13億7,426万円
1億8,018万円

433万円
5,143万円
1,546万円

9億6,902万円
9,716万円

12億9,892万円
4億5,692万円

5万円
2,214万円
1,248万円

29億9,035万円
3億9,070万円

33億7,678万円
17億9,500万円

890万円
1億   587万円

3,680万円

8億3,615万円
20億8,153万円
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危機管理課 0577-62-8902

環境課 0577-73-7482

環境課 0577-73-7482 都市整備課 0577-73-0153

①避難勧告や避難指示（緊急）を発令することが予想される場合
避難準備･高齢者等避難開始
○いつでも避難ができるよう準備をしましょう。身の危険を感じた場合は、避難
　を開始しましょう。
○避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児等）は避難を開始
　しましょう。
○社会福祉施設などでは、自力避難が困難な方も多く利用されており、避難に時
　間を要することから、避難行動を開始してください。

②災害による被害が予想され、人的被害が発生する可能性が高まった場合
避難勧告
○避難場所へ避難しましょう。
○地下空間にいる人は、速やかに安全な場所に避難しましょう。

③災害が発生するなど状況がさらに悪化し、人的被害の危険性が非常に高まった場合
避難指示（緊急）
○まだ避難していない場合は、直ちにその場から避難をしましょう。
○外出するとかえって命に危険が及ぶような状況では、自宅の２階部分などの、よ
　り安全な場所に避難をしましょう。

　全国各地で地震発生時において、ブロック塀の倒壊による被害が発生してい
ます。倒壊によって、人命が奪われることや避難経路の妨げになることを防ぐた
めに、「飛騨市ブロック塀等撤去補助制度」を創設しました。
　危険なブロック塀等の撤去を行う所有者に対して、経費の一部を市が補助する
ものです。
　※ブロック塀等とは、コンクリートブロック、石、れんがその他これらに類する材料で作られ
　　た塀および門柱（基礎部分を含む）です

●補助対象の工事
　・道路面からの高さが60センチメートルを超えるブロック塀等
　・所有者が実施する事業で、市内事業者の施工によるもの
●補助金の額
　・ブロック塀等の撤去にかかる
　 「経費の１/２以内の額で、１件あたり
　    30万円を限度」

※詳しくは、下記または各振興事務所基盤整備担当
　までお問い合わせください

市から発令される避難情報には、以下のものがあります。

危険なブロック塀等の撤去を行う方に、最大30万円の補助をします！

お
知
ら
せ
市から発令される避難情報について

お
知
ら
せ
「飛騨市ブロック塀等撤去補助制度」のご案内

■場所
　古川町若宮（若宮駐車場内）
■開設時間　24時間
■回収品目
　新聞紙、雑誌、ダンボール、衣類
　※新聞紙、雑誌、ダンボールは十字
　　に縛って出してください

家庭から出される資源物を回収する
ため、資源回収ステーションを設置し
ました。回収された資源物は、適正にリ
サイクルされ再び製品となり皆さんの
生活用品の一部となります。「捨てれば
ごみ、分ければ資源」、資源回収ボック
スを利用して、限りある資源を有効に
活用し、より環境に優しいまちづくりを
目指しましょう。
詳細は市HPをご覧ください。

お
知
ら
せ

資源回収ステーション
を設置しました

資源ごみの「家電小物類」に分解され
た家電品が排出されていることが多く
見受けられますが、分解されたものは
収集することができません。コンテナに
入らない家電品等は、分解せずに飛騨
市リサイクルセンターに直接お持込み
ください。

お
知
ら
せ
家電品の分解禁止について



お
知
ら
せ

県「不正軽油110番窓口」
について

お
知
ら
せ
確定申告についてのお願い

お
知
ら
せ
固定資産税の賦課期日について

お
知
ら
せ
自賠責切れていませんか？

お
知
ら
せ

非常用発電機・投光機を
避難所に配置しました

場
版らわか

広の報情

８

岐阜県飛騨県税事務所
0577-33-1111（内線292）
c21308@pref.gifu.lg.jp

危機管理課

〔参考〕国土交通省自賠責保険（共済）ポータルサイト 
　　　   URL　http://www.jibai.jp/

0577-62-8902

税務課 0577-73-3742

税務課 0577-73-3742

税務課 0577-73-3742

不正軽油に関する次のような情報が
ありましたら「不正軽油110番」までお
寄せください。

平成30年分の確定申告から原則として国税電子申告・納税システム（e－Tax）の
『利用者識別番号』を取得していただく必要がありますので、11月30日までに下記
の方法により取得してください。
なお昨年度、飛騨市役所（振興事務所含む）で申告された方へは10月末に申請手
続きに関する書類をお送りしております。

取得方法
①書面で取得する
「電子申告・納税等開始（変更等）届出書」に必要事項を記入して、高山税務署に
郵送してください。※届出書内、「納税地」欄には、「ご自分の住所」をご記入ください

後日（平成31年１月頃）、高山税務署から封書が送付されますので、その封書を持っ
て申告会場にお越しください。
申請用紙は税務課または振興事務所税務窓口、飛騨市ホームページにご用意して
おりますのでご利用ください。

②パソコンで取得する
国税庁のホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）を利用して取得してください。

事前に手続きを行っていただかなかった場合、申告会場で申請手続きを行うことに
なりますが、申告相談に例年以上の時間がかかり混雑が予想されます。申告受付相
談を円滑に行うためにも事前に申請手続きを行っていただきますようご協力をお願
いします。

毎年１月１日（賦課期日）現在に土地、家屋、償却資産を所有している人に課税さ
れます。

自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です！

　所有者とは、賦課期日現在に登記簿または課税台帳に登録されている人をい
います。
　例えば、売買契約が年内に成立していても登記が翌年になると旧所有者に対
して翌年度分の固定資産税が課税されます（未登記家屋の場合は「未登記家屋
所有権移転申請書」の提出が必要になります）。
　また、相続や売買等により登記を年内に済まされた方は、口座振替の申請が
必要な場合がありますのでご注意ください。

※償却資産は、各企業の決算の前後に関わらず１月１日（賦課期日）現在
　において、事業の用に供しているものは申告が必要となります

宝くじの助成金で非常用発電機・投
光機を整備しました。

　一般財団法人　自治総合センター
では、宝くじの社会貢献広報事業とし
て、宝くじ収益を財源としたコミュニ
ティ助成事業を行っています。
　今回、自主防災組織育成助成事業と
して、地域の住民が当該地域を災害か
ら守るための防災活動に必要な設備
の整備のために、河合町自治会と宮川
町区長会が助成を受け、合わせて１７
台の非常用発電機と投光機を各地区
の避難所に配置しました。
　この事業により、停電時の照明や携
帯電話などの充電用電源が確保でき、
地域の防災機能の拡充を図ることが
できます。

○トラックの燃料に、灯油や重油が使
　用されている。
○不審なタンクローリーが出入りして
　いる施設がある。
○建物から油の臭いがする。

「不正軽油 110 番窓口」
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古川会場　市民保健課（市役所）　

相

　
　談

障がいのある方を対象
としたパソコン相談会

身体の不自由な方を対象としたパソコ
ン相談会です。

　文章入力などの基本的な指導や、
視覚や肢体の障がいに応じた入力支
援機器の相談を受け付けます。お気
軽にご利用ください。
　また、外出が困難な重度障がいの
方は訪問で対応できる場合がありま
すので、お問い合わせください。

■神岡町ふれあいセンター
　11月17日(土)、12月15日(土)、
　平成31年３月23日（土）
　13：00～15：00（受付は14：00まで）

相

　
　談

ＤＶ ひとりで悩まないで！
すぐ、相談ください！

11月12日から11月25日は、「女性に対
する暴力をなくす運動」期間です。（11
月25日は「女性に対する暴力撤廃国際
日」）

　配偶者等からの暴力（ＤＶ）、性犯
罪、ストーカー行為などの女性への暴
力は決して許されません。自分自身や
あなたの周りの人が悩んでいたら、勇
気を出して下記へ通報・相談くださ
い。
■連絡・相談窓口
・子育て応援課　　0577-73-2458
・ＤＶ相談ナビ　　 0570-05-5210
・配偶者暴力相談支援センター
（飛騨総合庁舎内）　 0577-33-1111 福祉メディアステーション飛騨ブランチ

http://hida.f-media.jp
0577-34-1316

神岡窓口
0578-82-1456

飛騨市地域包括支援センター
認知症地域支援推進員
0577-73-6233

などのご相談を、認知症地域支援推
進員が受け、ご本人やご家族、地域の
方が安心して生活できるようにお手
伝いします。ぜひ、お気軽にご相談く
ださい。

神岡会場
■日時　12月６日（木）9：30～11：30
■場所　神岡町公民館
古川会場
■日時　12月20日（木）9：00～12：00
■場所　ハートピア古川

「認知症相談窓口」
のお知らせ

地域包括支援センターでは、毎月1回
「認知症相談窓口」を開設します。
「最近ちょっと物忘れをするような気がするけ
れど、認知症かしら？」
「ご飯を食べたばかりなのに、何度もご飯を食
べたいと言うけれどどう対応したらいいの？」
「近所の人が認知症ではないかと思うけれど、
どう対応したらいいの？」
「認知症の人の介護について教えてほしい」
「地域で認知症について話をしてほしい」

相

　
　談

　あなた自身が出産や子育てに悩ん
だら。周りの親子で気になる様子など
があれば。虐待を受けたと思われる子
供がいたら。勇気をだして下記相談窓
口へ相談・連絡してください。

未来へと命を繫ぐ189

11月は児童虐待防止推進月間です。
子育ての小さな悩みや不安の積み重ね
など、さまざまな理由で起こる児童虐
待は親子を傷つけ苦しめます。そんな
不幸な児童虐待を防ぐ第一歩は、相談
することです。

相

　
　談

一般向けのオススメ

児童向けのオススメ

図 書 館 に お い で よ

新着図書ピックアップ

　月旅行を目指す高校時代からの四人
組。西部戦線からの帰還兵のクリスマ
ス。変わり者の億万長者とその忠実な
秘書…
　世界が驚いた、小説家トム・ハンクス
のデビュー作。良きアメリカのやさしさ
とユーモアにあふれ、人生のひとコマを
オムニバス映画のシーンのように紡い
だ、17の物語。

トム・ハンクス／著　新潮社

　なんで「かいがい」のがっこうってこ
んなにちがうの？きょうしつも、もってい
くものも、せんせいもクラスメイトも、
じゅぎょうのやりかたも！てんこうせい
ナージャがほんとうにたいけんした５つ
のくにの５つのがっこう。さあ、ナージャ
といっしょにがっこうのたびにしゅっ
ぱーつ！
　キッズデザイン賞受賞の大人気コラム
を絵本化！

『ナージャの５つのがっこう』

飛騨市図書館
0577-73-5600
http://hida-lib.jp

『変わったタイプ』

■連絡・相談窓口
・児童相談所全国共通ダイヤル
　   １８９（いち・はや・く）
・飛騨子ども相談センター
　　0577-32-0594
・ひだ子ども家庭支援センターぱすてる
　　0577-37-1061
・子育て応援課
　　0577-73-2458

※連絡は匿名で行うことも可能です
※連絡者や連絡内容に関する秘密は守られ

ます

オレンジリボン
には 、「子ども
虐待防止」とい
うメッセージが
込められていま
す。



平成26年度　狂犬病予防集合注射の日程について

・環境課
・各振興事務所（環境担当）

0577-73-7482

■注射料金について　（お釣りがいらないようにご協力をお願いします） 

　　　（獣医） 注射手数料      2,600 円
　　　（市） 注射済票交付手数料　　　550 円

　　　　　　　計    　　　　3,150 円

　　　（市）新規登録手数料　3,000 円（初めて犬を登録する方のみ）

■案内ハガキを必ず持参してください（４月下旬頃に発送します）
■糞は必ず持ち帰りましょう

古川地区 神岡地区
時間 集合場所 時間月日月日 集合場所

５月 14 日
（水）

9:00 ～ 9:35 袈裟丸研修ｾﾝﾀｰ

５月 19 日
（月）

8:50 ～ 8:55 和佐保神社
9:50 ～ 10:10 数河緑地管理ｾﾝﾀｰ 9:20 ～ 9:25 伊西神社

10:20 ～ 10:35 末高研修ｾﾝﾀｰ 9:30 ～ 9:35 森茂農協
10:45 ～ 11:15 杉崎ｾﾝﾀｰ 9:40 ～ 9:50 森茂上バス停
11:25 ～ 11:40 太江農業ｾﾝﾀｰ 9:55 ～ 10:00 岩井谷バス停
12:50 ～ 13:05 谷研修ｾﾝﾀｰ 10:05 ～ 10:10 下之本多目的集会所
13:10 ～ 13:25 五ヶ村研修ｾﾝﾀｰ 10:15 ～ 10:20 和佐府 神明神社
13:30 ～ 13:55 黒内研修ｾﾝﾀｰ 10:50 ～ 11:10 老人保健施設たかはら（入口付近）
14:00 ～ 14:10 下野研修ｾﾝﾀｰ 11:15 ～ 11:55 桜ヶ丘体育館
14:15 ～ 14:25 大村公民館 13:00 ～ 13:20 上村コミュニティー
14:30 ～ 14:40 上野公民館 13:25 ～ 13:40 吉田公民館

５月 15 日
（木）

9:00 ～ 9:20 栗原ｾﾝﾀｰ 13:50 ～ 13:55 割石区集会場
9:25 ～ 9:50 朱雀会館 14:05 ～ 14:10 西漆山正眼寺

10:00 ～ 10:05 高野公民館 14:15 ～ 14:20 牧（国道 41 号線沿い）退避場
10:10 ～ 10:15 平岩公民館 14:25 ～ 14:30 茂住　金龍寺
10:20 ～ 10:25 畦畑公民館 14:35 ～ 14:40 横山旧ドライブイン
10:40 ～ 11:00 トレーニングセンター 14:45 ～ 14:50 谷中山公民館
11:05 ～ 11:20 上気多公民館

５月 20 日
（火）

9:00 ～ 9:05 柏原ﾊﾞｽ停
11:25 ～ 11:50 飛騨市役所 9:10 ～ 9:35 旧山田小学校

宮川・河合地区 9:40 ～ 10:10 寺林公民館
時間月日 集合場所 10:20 ～ 10:40 西野町いこいの広場

５月 16 日
（金）

9:00 ～ 9:05 杉原診療所 10:45 ～ 11:05 蟻川児童公園
9:10 ～ 9:15 祢宜ヶ沢上公民館 11:10 ～ 11:55 神岡振興事務所
9:20 ～ 9:25 桑野バス停 13:00 ～ 13:30 神岡消防署裏
9:30 ～ 9:35 戸谷バス停 13:40 ～ 14:00 麻生野公民館
9:40 ～ 9:45 平成橋　塩屋側
9:50 ～ 10:00 打保防災庫

10:15 ～ 10:20 巣之内バス停
10:25 ～ 10:30 西忍 宮川町老人福祉ｾﾝﾀｰ
10:35 ～ 10:50 宮川保育園（前）
11:00 ～ 11:10 大無雁ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ
11:15 ～ 11:30 河合振興事務所
11:35 ～ 11:40 上村公民館

13:00 ～ 13:10 羽根高齢者活動
生活支援促進機械施設

13:20 ～ 13:25 レジェンドあすか
13:45 ～ 13:55 稲越多目的研修ｾﾝﾀｰ
14:00 ～ 14:05 ｾｿﾞﾝ稲越
14:10 ～ 14:20 大谷集落ｾﾝﾀｰ

場
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健康生きがい課 0577-73-2948

予防接種のお知らせ

日本脳炎予防接種については、積極的勧奨を控えていた時期に接種機会を逃した方に特例で接種年齢が延長されてい
ます。日本脳炎予防接種が完了していない方で接種を希望される場合は、医療機関に予約後、接種してください。

特例規定対象者：平成 7 年 4 月 2 日生まれから平成 19 年 4 月 1 日生まれの方
接種が可能な期間：20 歳になるまで（飛騨市に住民票がある方に限ります）
接種時の持ち物：母子健康手帳、日本脳炎予防接種予診票（保護者以外が付き添う場合は委任状の記入が必要）

注）「水ぼうそう」は、今年度秋より１歳 ~３歳程度の幼児は定
　期予防接種になるため、市独自に実施している３歳以上中
　学３年生までの助成は、平成 27 年３月 31 日で助成終了予
　定です。

注）「成人肺炎球菌」については、国で新たな助成事業を行うことから、市
　独自で実施している 75 歳以上を対象とした助成は、平成 27 年３月
　31 日で助成終了予定です。

市では、下記の任意予防接種に対して助成事業を行います。

【任意予防接種申請方法】
医療機関に予約後申請手続きをしてください。

【申請窓口】
古川町保健センター・神岡町保健センター

【接種場所】　飛騨市内委託医療機関
　　　　　　　（その他の医療機関をご希望の方はお問い
　　　　　　 　 合せください）

１期初回
１期追加

２期

回数
２回
１回
１回

標準的な接種年齢
３歳
４歳
９歳

申請時の持ち物：母子健康手帳・印鑑

申請時の持ち物：保険証等で氏名、生年月日が確認できるもの・印鑑
（「風しん」を申請される方は、できるだけご自身の予防接種の記載が
　あるものをご持参ください）

※どこの会場でも注射を受けることができます。都合のよい日時・場所で、注射を受けてください

６～28日までの間隔
初回接種（２回）終了後おおむね１年おく
１期追加終了６日以上あける（おおむね５年おくのが望ましい）

間　　　　　隔

①日本脳炎の予防接種について

②任意予防接種について

■日本脳炎の標準的な接種スケジュール

【小児関係】【成人関係】

種　類 助成限度額
（１回につき）対象年齢 助成

回数種　類

成人肺炎球菌
（23価）

対　象　者 助成限度額
（１回につき）

4,000円１回

助成
回数

（ｱ）接種日時点で75歳以上の方
（ｲ）慢性疾患などで肺炎球菌感染
　　  による危険度が高く医師が必
　　   要と認めた方（ア）または（イ）

※過去５年以内に接種を受けている方は
　補助の対象となりません

風しん 8,000円１回平成２年４月１日以前に生まれた方
（妊婦を除く）

都市整備課　　0577-73-0153
神岡振興事務所（基盤環境水道係）　0578-82-2254

サンアルプ旭F棟
公営住宅

１戸
神岡町殿

木造２階建
２DK

サンアルプ旭Ｂ棟
公営住宅

1戸
神岡町殿
RC６階建

3DK

森茂住宅
特定住宅

（単身用）３戸
神岡町森茂
木造２階建

１K

嶋団地
特定公共賃貸住宅

（世帯用）１戸
河合町角川

木造２階建（車庫付）
３LDK

山之村住宅
公営住宅

１戸
神岡町森茂

木造２階建（車庫付）
２DK

昭和町団地
地域優良賃借住宅

（単身用）1戸
神岡町殿
RC４階建

1DK

林団地
公営住宅

1戸
宮川町林

木造２階建（車庫付）
3DK

市営住宅の入居者を募集します
公募住宅
住宅の種類
募集戸数

所在地
構造・規模

間取り

家賃

敷金
申込期間
入居予定日

家賃の３カ月分
平成26年４月24日～平成26年５月１日

平成26年６月１日

※入居資格について所得等の条件がありますので、詳しくはお問い合わせください

共益費、駐車場使用料別途 共益費、駐車場使用料別途共益費別途
入居者の所得に応じて決定

募
集

おたふくかぜ
水ぼうそう

2,700円
3,500円

満１歳以上中学３年生まで １回

お
知
ら
せ
風しんワクチンの接種費用の助成対象者を拡大します！！飛騨市歯周病検診について

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

住生活総合調査に
ご協力ください

お
知
ら
せ

放課後児童クラブ
利用希望者説明会について

お
知
ら
せ

11月30日は
｢年金の日｣です！！

場
版らわか
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古川町保健センター 0577-73-2948

いい みらい

0577-73-2948
古川町保健センター

0120-467-060
平成30年住生活総合調査事務局 0577-32-6111

子育て応援課 0577-73-2458

日本年金機構　高山年金事務所※新２年生以上の保護者で、新規の利用
　希望がある方についても参加可能です

妊婦が妊娠早期に風しんにかかると、先天性風しん症候群と呼ばれる先天性の
心臓病、白内障、聴力障害、発育発達遅延などの障害を持った児が生まれる可
能性が非常に高くなります。

　現在、例年と比較し、関東地方で風しんの届出数が大幅に増加しており、今後
も全国的に感染が拡大する可能性があります。風しんは予防接種で防ぐことが
できる病気です。市では緊急的な対策として、11月１日から風しん予防接種の費
用助成の対象者を拡大します。

■対象者
①風しん抗体検査において抗体価が基準値以下である妊娠を希望する女性
②風しん抗体検査において抗体価が基準値以下であると確認できた妊婦の夫
　および同居人で抗体価が基準値以下である方
③風しん抗体検査において抗体価が基準値以下であると確認できた平成２年　
４月１日以前に生まれた方

■助成金及び支給回数　一人１回　8,000 円

■申請方法
　医療機関で予防接種の予約後、助成券を交付しますので、免許証等接種者本
　人について確認できるもの、風しん抗体の検査結果と印鑑を持参の上、古川町
　保健センターまたは神岡町保健センターにお越しください。
　助成についてご不明な点は、古川町保健センターまでお問い合せください。
※風しん抗体検査の費用は実費になりますが、県の助成により無料となる場合
　がありますので古川町保健センターへお問い合せください

歯周病は、日本において35歳以上の
人の約８割がかかっているとされてい
ます。また年齢とともに悪化して、特
に40歳以上では歯を失う最も大きな
原因となっています。

12月１日、全国で住生活総合調査が
行われます。住生活の安定・向上に係
る総合的な施策を推進する上で必要
な調査ですので、ご協力をお願いしま
す。

■対象
　10月に実施された住宅・土地統計
　調査に回答いただいた世帯の中か
　ら抽出された世帯
■調査方法
　調査の対象となる世帯には、11月下
　旬からポスティングで調査票を配
　布。郵送・オンラインにより回収し
　ます。
■主な調査項目
①現在の住宅と、住宅まわりの環境の
　評価について
②現在のお住まい、以前のお住まいに
　ついて
③今後のお住まいについて

市では、下記の対象の方に「飛騨市歯
周病検診票（３部複写）」を４月にお送
りしています。
検診期間が平成31年２月28日（木）ま
でですので、主治医のない方は、お早
めに市内歯科医院にご予約の上受診
してください。

平成30年度歯周病検診対象者

平成31年度の放課後児童クラブにつ
いて、平成31年4月より新１年生となる
児童の保護者を対象に利用説明会を
開催します。

■神岡会場（神岡町公民館）
　日時　11月28日（水）19：00～
　対象　神岡児童クラブ

■古川会場（ハートピア古川）
　日時　11月29日（木）19：00～
　対象　古川児童クラブ
　　　　古川西児童クラブ
　　　　河合・宮川児童クラブ

年金記録や将来の年金受給見込額を
確認し、未来の生活設計について考
えてみませんか。

　「ねんきんネット」をご利用いただく
と、いつでもご自身の年金記録を確認
できるほか、将来の年金受給見込額に
ついて、ご自身の年金記録を基に様々
なパターンの試算をすることもできま
す。
　「ねんきんネット」については、日本
年金機構のホームページでご確認い
ただくか、高山年金事務所にお問い合
わせください。

年度末年齢 生　年　月　日
40歳 昭和53年4月1日～昭和54年3月31日生
50歳 昭和43年4月1日～昭和44年3月31日生
60歳 昭和33年4月1日～昭和34年3月31日生
70歳 昭和23年4月1日～昭和24年3月31日生

場
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商工課 0577-62-8901

飛騨市経営相談窓口
相

　
　談

市では、岐阜県よろず支援拠点と連携
して、売上拡大、販路拡大、経営改善な
ど、経営上のあらゆるお悩みの相談に
対応する「ビジネス相談窓口」を開設し
ます。ぜひご活用ください。

■相談内容
販路開拓、売上拡大・商品開発、
ブランドづくり、デザイン、人材育成、
事業連携、地域資源、WEB集客、
IT活用、経営改善、事業再生、
創業・起業補助金、助成金
■場所
　古川会場　飛騨市図書館 
■日時
古川会場　11月28日（水）、12月５日（水）、
　　　　　12月12日（水）、12月19日（水）
※予約可（相談日前日までに商工課まで電話
　にてお申し込みください）

ハローワーク出張相談
相

　
　談

市内において、ハローワークの相談員
による職業相談窓口を開設します。
お気軽にお問い合わせください。

■相談内容
・求人情報の提供
・就職に関する相談
・職業紹介
・シルバー人材センターに関する相談
■日時　12月19日（水）
　　　　11：00～15：00
■場所　古川町公民館（総合会館）

■日時　12月４日（火）
　　　　13：00～15：00
■場所
　古川町：ハートピア古川
　河合町：河合町公民館
　宮川町：宮川町公民館
　神岡町：神岡町ふれあいセンター

◆第70回人権週間
　12月４日～10日は人権週間です。

相

　
　談

毎日の暮らしの中で起こる様々な問
題、いじめ、体罰、差別問題、家庭内、借
地借家、近隣間のもめ事、悩み事など
人権擁護委員が相談に応じます。相談
は無料で、秘密は堅く守ります。どなた
でもお気軽にご相談ください。

岐阜県若者サポートステーション
　 058-216-0125

・予約先

相

　
　談

就活に踏み出せない、うまくいかない
理由はなんだろうとお悩みの方のサ
ポートを行っています。
一人一人の状態に合わせた相談と専門
的な支援が受けられるよう、必要に応
じて適切な支援機関や団体等も紹介
します。
お気軽にお問い合わせください。

※支援対象者は15歳以上39歳以下の
　ニート状態の若年者とその保護者
※出張相談を希望される方はご相談
　ください
■日程　毎週水曜日
■時間　13:00～16:00
■場所　古川町公民館（総合会館）３階
※１組50分、予約制です
　下記の予約先へご連絡ください

就労相談窓口のお知らせ

岐阜県行政書士会
058-263-6580

市民保健課（市役所）
0577-73-7464

■日時　12月12日（水）13：00～16：00
■場所　神岡振興事務所
※相談をご希望の方は、事前に下記
　までご連絡ください（予約優先）

行政書士による
無料相談

特設人権相談所の
開設について

　事情があってお子さんの出生届を出
していない、お子さんを別れた夫では
なく母親である御自身の戸籍に記載し
たいなど、戸籍に記載されていない事
情は、人によって様々です。
　どのような手続をとることが最善な
のか、あなたの事情をお伺いして、法
務局又は市役所の戸籍担当職員が、
あなたと一緒に考えます（相談無料・
秘密厳守）。

■相談窓口
・岐阜地方法務局高山支局
　 0577-32-0915
・市民保健課（市役所）　　
　 0577-73-7464

相

　
　談

法務局及び市の戸籍担当窓口では、日
本国民であるにもかかわらず戸籍に記
載されていない方について、戸籍に記
載されるための手続を御案内していま
す。

無戸籍の解消のための
相談窓口について

行政書士が相続・遺言手続から各種
許認可や権利義務関係手続などの相
談を受け付けます。
お気軽にご相談ください。

相

　
　談

総務課 0577-73-7461

ハローワーク高山
0577-32-1144
飛騨市シルバー人材センター
0577-73-7386

相

　
　談

消費生活相談員による
無料相談

専門の消費生活相談員が消費生活に
かかる相談を受け付けます。
お気軽にご相談ください。

■日時　12月５日（水）10：00～15：00
　　　　（12：00～13：00は除く）
■場所　飛騨市役所
※予約優先のため、相談を希望され
る方は事前にご連絡ください
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飛騨市美術館 0577-73-3288

studiotoshi+R（山口）
hidamachinema@gmail.com

『ひだまち映画祭』で検索

生涯学習課
0577-73-7495
0577-73-6858
syogaigakusyu@city.hida.lg.jp

ハローワーク高山
・介護就職デイ

0577-32-1144

商工課
・建設業就職面談会

0577-62-8901

ひだまち映画祭～はじめ
の一歩～の開催について

お
知
ら
せ

■日時
　11月23日（金・祝）10：00～20：30
　※チケット購入の方は終日出入り
　　自由
■場所　飛騨市文化交流センター
■入場料
　前売り 　大人500円
　　　　　高校生以下300円
　　　　　未就学児０円
　当日　　大人800円
　　　　　高校生以下500円
　　　　　未就学児０円

映画館のないこの町で、映画の力を
使って地域が元気になるようなイベン
トを企画！！９人の監督さん、17タイト
ルの映画を上映いたします。アニメや
ヒューマンドラマなどジャンルも
様々。どれもこれも素敵な映画ばかり
です。ぜひ１日映画を楽しみませんか。
当日は無料イベントバスが出ます。

お
知
ら
せ

【式典】
■開催日　平成31年１月３日（木）
■会場と時間
　古川　文化交流センター　14:00～
　神岡　神岡町公民館　　   14:00～
■対象者
　平成10年４月２日～平成11年４月
　１日生まれで、現在及び中学卒業時
　に飛騨市に住民登録、または外国
　人登録があった方
■その他
　他所の成人式に参加する場合でも、
　対象者であれば当市の成人式に
　参加できます。

【～はたちのメッセージ発表者大募集～】
皆さんの思いや抱負、将来の希望など
をメッセージに託してみませんか？
■応募内容
　20歳を迎えるにあたっての想いや      
　抱負、将来の夢など原稿用紙３枚
　程度にまとめてください。
■応募方法
　発表を希望される方は、出欠はがき
　に記入されるか、下記問い合わせ先
　までご連絡ください。発表希望者に
　は後日、詳細をご案内いたします。
■応募期限　11月30日（金）
■その他

・当日、会場で発表をしていただきます
・発表希望者が多数の場合は、
　こちらで選定させていただきます。

・発表者の方には、心ばかりのお礼を
　させていただきます。

未来を担う青年の新しい人生の門出を祝福し、成人式を開催します。
11月上旬に、対象者の方に郵便でのご案内を行っております。
ご不明な点がありましたら、下記までお気軽にお問い合わせください。

平成31年飛騨市成人式について

就職面談会の開催について
お
知
ら
せ

■日時　12月６日（木）13：00～15：00
■会場　古川町公民館（総合会館）
■参加企業
　飛騨の建設事業者・福祉事業者各
　４社
■入場　無料、入退場自由

市では地元建設事業者の振興と発展
を図るため、建設業就職面談会を開
催します。当日はハローワーク高山主
催の「介護就職デイ」と合同開催で
す。お気軽にお出掛けください。

第43回岐阜県移動美術館ナンヤローネミュージアム
｢心に残るふるさとの景色　細江光洋の世界展｣

お
知
ら
せ

■会場　飛騨市美術館
■会期　12月９日（日）まで
■開館時間　9：00～17：00（入場16：30まで）　※休館日：毎週月曜日
■料金　一般200円（160円）高校生以下無料　※（）内は20名以上の団体料金
　　　　第３日曜日の11月18日（日）は家族ミュージアムの日で無料
関連イベント　以下両日とも事前申込不要、無料（ただし入館料必要）
○作品鑑賞会　【ナンヤローネアートツアー「飛騨びとの心ってナンヤローネ」】
■日時　12月１日（土）　13：30～15：00　受付13：00～
○特別企画　【みんなでわいわいトーク「飛騨びと全員で語る、飛騨の風土」】
細江光洋が遺した写真は、たくさんの懐かしい飛騨びとや景色が被写体と
なっています。飛騨びとに集まっていただき、作品の前で語り合います。
■日時　11月25日（日）/12月９日（日）　開始14：00～（両日）

第43回岐阜県移動美術館ナンヤローネミュージアム｢心に残るふるさとの景色
細江光洋の世界展｣を行います。皆さまぜひ会場にお越しください。
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お
知
ら
せ

■日時
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　※チケット購入の方は終日出入り
　　自由
■場所　飛騨市文化交流センター
■入場料
　前売り 　大人500円
　　　　　高校生以下300円
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　当日　　大人800円
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知
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　に飛騨市に住民登録、または外国
　人登録があった方
■その他
　他所の成人式に参加する場合でも、
　対象者であれば当市の成人式に
　参加できます。

【～はたちのメッセージ発表者大募集～】
皆さんの思いや抱負、将来の希望など
をメッセージに託してみませんか？
■応募内容
　20歳を迎えるにあたっての想いや      
　抱負、将来の夢など原稿用紙３枚
　程度にまとめてください。
■応募方法
　発表を希望される方は、出欠はがき
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お
知
ら
せ
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■参加企業
　飛騨の建設事業者・福祉事業者各
　４社
■入場　無料、入退場自由

市では地元建設事業者の振興と発展
を図るため、建設業就職面談会を開
催します。当日はハローワーク高山主
催の「介護就職デイ」と合同開催で
す。お気軽にお出掛けください。

第43回岐阜県移動美術館ナンヤローネミュージアム
｢心に残るふるさとの景色　細江光洋の世界展｣

お
知
ら
せ
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飛騨市観光協会 0577-74-1192

三寺まいりの出店者を
募集します

募

　
　集

■応募資格
　市観光協会員または市内在住の方
■申込期限　11月30日（金）まで

※出店者多数の場合は抽選となります

申込方法等、詳しくは観光協会HPまた
は下記までお問い合わせください。

※推薦については中学校長等の推薦等が必要です

来年１月15日開催の三寺まいりの出店
者を募集します。

陸上自衛隊高等工科学校生の募集について
募

　
　集

陸上自衛隊高等工科学校生を下記のとおり募集します。

「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用した植樹会を行いました
お
知
ら
せ

高野千本桜夢公園整備委員会では10月21日（日）、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し
て今年２回目となるヤマザクラの植樹会を古川町高野地内の旧古川スキー場で行いました。
植樹会には市内外から約40人が参加し、澄みわたるような秋の空の下、雪の影響を受けない
よう４メートルまで大きく育てた苗の植樹に汗を流しました。
旧古川スキー場は、平成 14 年から地元高野地区有志の皆さんによりヤマザクラの植樹活動
が地道に続けられてきましたが、昨年度より市のシンボルでもある豊かな森林の再生と、植
樹活動を通じた交流の促進などを目的に、さらに多くの皆さんに参加していただけるよう「高
野千本桜夢公園整備委員会」を発足させ、名称も「高野千本桜夢公園 “追憶の庭 ”」として新
たなスタートを切りました。

林業振興課 0577-62-8905

自衛隊高山出張所 0577-32-3028

市営住宅入居者募集について
募

　
　集

・都市整備課
・神岡振興事務所（基盤環境水道係）

0577-73-0153
0578-82-2254

※入居資格について、所得等の条件がありますので、詳しくはお問い合わせください
※個人番号の記載箇所があるため郵送での受付ができません
　都市整備課または各振興事務所（基盤環境水道係）まで直接ご提出ください

■敷　　金　家賃の３ヵ月分
■申込期間　11月22日（水）～11月30日（金）　■入居予定日　１月１日（火）

募集種目 一般受験 推薦受験
応募資格 中卒（見込含）15 歳以上17 歳未満の男子 中卒（見込含）15 歳以上17 歳未満の男子

受付期間 平成 30 年11月１日（木）～
平成 31年１月７日（月）

平成 30 年11月１日（木）～
11月30日（金）

１次試験 平成 31年１月19日（土） 平成 31年１月５日（土）～
７日（月）のうち１日

２次試験 平成 31年２月１日（金）～
４日（月）のうち１日

合格発表 １次：平成 31年１月25日（金）
最終：平成 31年２月15日（金） 平成 31年１月17日（木）

試験種目
１次：国語、社会、数学、理科、
　　　英語（以上択一式）、作文（500 字程度）
２次：口述試験、身体検査

口述試験、筆記試験（作文を含む）、身体
検査

試験会場 １次、２次ともに
航空自衛隊岐阜基地（各務原市） 陸上自衛隊高等工科学校

公募住宅 諏訪田団地A棟 諏訪田団地B棟 新栄町団地 サンアルプＡ棟 昭和町団地 嶋団地
種類 特公賃 公営 特公賃 特公賃 地優賃 特公賃

募集戸数 (世帯用)4戸 (世帯用)1戸 (世帯用)1戸 (世帯用)1戸 (世帯用・単身用)
各1戸 (世帯用)1戸

所在地 古川町杉崎 古川町杉崎 古川町新栄町 神岡町殿 神岡町殿 河合町角川

構造・規模 鉄筋コンクリート造
5階建

鉄筋コンクリート造
造5階建

鉄筋コンクリート造
3階建

鉄筋コンクリート造
6階建

鉄筋コンクリート造
4階建 木造2階建

間取り 2LDK・3LDK 2DK 3DK 3ＬＤＫ 2DK・1DK 3LDK

家賃 入居者の所得に応じて決定
共益費、駐車場使用料別途 共益費別途
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商工課 0577-62-8901

飛騨市経営相談窓口
相

　
　談

市では、岐阜県よろず支援拠点と連携
して、売上拡大、販路拡大、経営改善な
ど、経営上のあらゆるお悩みの相談に
対応する「ビジネス相談窓口」を開設し
ます。ぜひご活用ください。

■相談内容
販路開拓、売上拡大・商品開発、
ブランドづくり、デザイン、人材育成、
事業連携、地域資源、WEB集客、
IT活用、経営改善、事業再生、
創業・起業補助金、助成金
■場所
　古川会場　飛騨市図書館 
■日時
古川会場　11月28日（水）、12月５日（水）、
　　　　　12月12日（水）、12月19日（水）
※予約可（相談日前日までに商工課まで電話
　にてお申し込みください）

ハローワーク出張相談
相

　
　談

市内において、ハローワークの相談員
による職業相談窓口を開設します。
お気軽にお問い合わせください。

■相談内容
・求人情報の提供
・就職に関する相談
・職業紹介
・シルバー人材センターに関する相談
■日時　12月19日（水）
　　　　11：00～15：00
■場所　古川町公民館（総合会館）

■日時　12月４日（火）
　　　　13：00～15：00
■場所
　古川町：ハートピア古川
　河合町：河合町公民館
　宮川町：宮川町公民館
　神岡町：神岡町ふれあいセンター

◆第70回人権週間
　12月４日～10日は人権週間です。

相

　
　談

毎日の暮らしの中で起こる様々な問
題、いじめ、体罰、差別問題、家庭内、借
地借家、近隣間のもめ事、悩み事など
人権擁護委員が相談に応じます。相談
は無料で、秘密は堅く守ります。どなた
でもお気軽にご相談ください。

岐阜県若者サポートステーション
　 058-216-0125

・予約先

相

　
　談

就活に踏み出せない、うまくいかない
理由はなんだろうとお悩みの方のサ
ポートを行っています。
一人一人の状態に合わせた相談と専門
的な支援が受けられるよう、必要に応
じて適切な支援機関や団体等も紹介
します。
お気軽にお問い合わせください。

※支援対象者は15歳以上39歳以下の
　ニート状態の若年者とその保護者
※出張相談を希望される方はご相談
　ください
■日程　毎週水曜日
■時間　13:00～16:00
■場所　古川町公民館（総合会館）３階
※１組50分、予約制です
　下記の予約先へご連絡ください

就労相談窓口のお知らせ

岐阜県行政書士会
058-263-6580

市民保健課（市役所）
0577-73-7464

■日時　12月12日（水）13：00～16：00
■場所　神岡振興事務所
※相談をご希望の方は、事前に下記
　までご連絡ください（予約優先）

行政書士による
無料相談

特設人権相談所の
開設について

　事情があってお子さんの出生届を出
していない、お子さんを別れた夫では
なく母親である御自身の戸籍に記載し
たいなど、戸籍に記載されていない事
情は、人によって様々です。
　どのような手続をとることが最善な
のか、あなたの事情をお伺いして、法
務局又は市役所の戸籍担当職員が、
あなたと一緒に考えます（相談無料・
秘密厳守）。

■相談窓口
・岐阜地方法務局高山支局
　 0577-32-0915
・市民保健課（市役所）　　
　 0577-73-7464

相

　
　談

法務局及び市の戸籍担当窓口では、日
本国民であるにもかかわらず戸籍に記
載されていない方について、戸籍に記
載されるための手続を御案内していま
す。

無戸籍の解消のための
相談窓口について

行政書士が相続・遺言手続から各種
許認可や権利義務関係手続などの相
談を受け付けます。
お気軽にご相談ください。

相

　
　談

総務課 0577-73-7461

ハローワーク高山
0577-32-1144
飛騨市シルバー人材センター
0577-73-7386

相

　
　談

消費生活相談員による
無料相談

専門の消費生活相談員が消費生活に
かかる相談を受け付けます。
お気軽にご相談ください。

■日時　12月５日（水）10：00～15：00
　　　　（12：00～13：00は除く）
■場所　飛騨市役所
※予約優先のため、相談を希望され
る方は事前にご連絡ください
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古川会場　市民保健課（市役所）　

相

　
　談

障がいのある方を対象
としたパソコン相談会

身体の不自由な方を対象としたパソコ
ン相談会です。

　文章入力などの基本的な指導や、
視覚や肢体の障がいに応じた入力支
援機器の相談を受け付けます。お気
軽にご利用ください。
　また、外出が困難な重度障がいの
方は訪問で対応できる場合がありま
すので、お問い合わせください。

■神岡町ふれあいセンター
　11月17日(土)、12月15日(土)、
　平成31年３月23日（土）
　13：00～15：00（受付は14：00まで）

相

　
　談

ＤＶ ひとりで悩まないで！
すぐ、相談ください！

11月12日から11月25日は、「女性に対
する暴力をなくす運動」期間です。（11
月25日は「女性に対する暴力撤廃国際
日」）

　配偶者等からの暴力（ＤＶ）、性犯
罪、ストーカー行為などの女性への暴
力は決して許されません。自分自身や
あなたの周りの人が悩んでいたら、勇
気を出して下記へ通報・相談くださ
い。
■連絡・相談窓口
・子育て応援課　　0577-73-2458
・ＤＶ相談ナビ　　 0570-05-5210
・配偶者暴力相談支援センター
（飛騨総合庁舎内）　 0577-33-1111 福祉メディアステーション飛騨ブランチ

http://hida.f-media.jp
0577-34-1316

神岡窓口
0578-82-1456

飛騨市地域包括支援センター
認知症地域支援推進員
0577-73-6233

などのご相談を、認知症地域支援推
進員が受け、ご本人やご家族、地域の
方が安心して生活できるようにお手
伝いします。ぜひ、お気軽にご相談く
ださい。

神岡会場
■日時　12月６日（木）9：30～11：30
■場所　神岡町公民館
古川会場
■日時　12月20日（木）9：00～12：00
■場所　ハートピア古川

「認知症相談窓口」
のお知らせ

地域包括支援センターでは、毎月1回
「認知症相談窓口」を開設します。
「最近ちょっと物忘れをするような気がするけ
れど、認知症かしら？」
「ご飯を食べたばかりなのに、何度もご飯を食
べたいと言うけれどどう対応したらいいの？」
「近所の人が認知症ではないかと思うけれど、
どう対応したらいいの？」
「認知症の人の介護について教えてほしい」
「地域で認知症について話をしてほしい」

相

　
　談

　あなた自身が出産や子育てに悩ん
だら。周りの親子で気になる様子など
があれば。虐待を受けたと思われる子
供がいたら。勇気をだして下記相談窓
口へ相談・連絡してください。

未来へと命を繫ぐ189

11月は児童虐待防止推進月間です。
子育ての小さな悩みや不安の積み重ね
など、さまざまな理由で起こる児童虐
待は親子を傷つけ苦しめます。そんな
不幸な児童虐待を防ぐ第一歩は、相談
することです。

相

　
　談

一般向けのオススメ

児童向けのオススメ

図 書 館 に お い で よ

新着図書ピックアップ

　月旅行を目指す高校時代からの四人
組。西部戦線からの帰還兵のクリスマ
ス。変わり者の億万長者とその忠実な
秘書…
　世界が驚いた、小説家トム・ハンクス
のデビュー作。良きアメリカのやさしさ
とユーモアにあふれ、人生のひとコマを
オムニバス映画のシーンのように紡い
だ、17の物語。

トム・ハンクス／著　新潮社

　なんで「かいがい」のがっこうってこ
んなにちがうの？きょうしつも、もってい
くものも、せんせいもクラスメイトも、
じゅぎょうのやりかたも！てんこうせい
ナージャがほんとうにたいけんした５つ
のくにの５つのがっこう。さあ、ナージャ
といっしょにがっこうのたびにしゅっ
ぱーつ！
　キッズデザイン賞受賞の大人気コラム
を絵本化！

『ナージャの５つのがっこう』

飛騨市図書館
0577-73-5600
http://hida-lib.jp

『変わったタイプ』

■連絡・相談窓口
・児童相談所全国共通ダイヤル
　   １８９（いち・はや・く）
・飛騨子ども相談センター
　　0577-32-0594
・ひだ子ども家庭支援センターぱすてる
　　0577-37-1061
・子育て応援課
　　0577-73-2458

※連絡は匿名で行うことも可能です
※連絡者や連絡内容に関する秘密は守られ

ます

オレンジリボン
には 、「子ども
虐待防止」とい
うメッセージが
込められていま
す。
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危機管理課 0577-62-8902

環境課 0577-73-7482

環境課 0577-73-7482 都市整備課 0577-73-0153

①避難勧告や避難指示（緊急）を発令することが予想される場合
避難準備･高齢者等避難開始
○いつでも避難ができるよう準備をしましょう。身の危険を感じた場合は、避難
　を開始しましょう。
○避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児等）は避難を開始
　しましょう。
○社会福祉施設などでは、自力避難が困難な方も多く利用されており、避難に時
　間を要することから、避難行動を開始してください。

②災害による被害が予想され、人的被害が発生する可能性が高まった場合
避難勧告
○避難場所へ避難しましょう。
○地下空間にいる人は、速やかに安全な場所に避難しましょう。

③災害が発生するなど状況がさらに悪化し、人的被害の危険性が非常に高まった場合
避難指示（緊急）
○まだ避難していない場合は、直ちにその場から避難をしましょう。
○外出するとかえって命に危険が及ぶような状況では、自宅の２階部分などの、よ
　り安全な場所に避難をしましょう。

　全国各地で地震発生時において、ブロック塀の倒壊による被害が発生してい
ます。倒壊によって、人命が奪われることや避難経路の妨げになることを防ぐた
めに、「飛騨市ブロック塀等撤去補助制度」を創設しました。
　危険なブロック塀等の撤去を行う所有者に対して、経費の一部を市が補助する
ものです。
　※ブロック塀等とは、コンクリートブロック、石、れんがその他これらに類する材料で作られ
　　た塀および門柱（基礎部分を含む）です

●補助対象の工事
　・道路面からの高さが60センチメートルを超えるブロック塀等
　・所有者が実施する事業で、市内事業者の施工によるもの
●補助金の額
　・ブロック塀等の撤去にかかる
　 「経費の１/２以内の額で、１件あたり
　    30万円を限度」

※詳しくは、下記または各振興事務所基盤整備担当
　までお問い合わせください

市から発令される避難情報には、以下のものがあります。

危険なブロック塀等の撤去を行う方に、最大30万円の補助をします！

お
知
ら
せ
市から発令される避難情報について

お
知
ら
せ
「飛騨市ブロック塀等撤去補助制度」のご案内

■場所
　古川町若宮（若宮駐車場内）
■開設時間　24時間
■回収品目
　新聞紙、雑誌、ダンボール、衣類
　※新聞紙、雑誌、ダンボールは十字
　　に縛って出してください

家庭から出される資源物を回収する
ため、資源回収ステーションを設置し
ました。回収された資源物は、適正にリ
サイクルされ再び製品となり皆さんの
生活用品の一部となります。「捨てれば
ごみ、分ければ資源」、資源回収ボック
スを利用して、限りある資源を有効に
活用し、より環境に優しいまちづくりを
目指しましょう。
詳細は市HPをご覧ください。

お
知
ら
せ

資源回収ステーション
を設置しました

資源ごみの「家電小物類」に分解され
た家電品が排出されていることが多く
見受けられますが、分解されたものは
収集することができません。コンテナに
入らない家電品等は、分解せずに飛騨
市リサイクルセンターに直接お持込み
ください。

お
知
ら
せ
家電品の分解禁止について

まちづくりレシピWEBページ開設！
紙面には載せきれなかった各団体の詳しい情報は、
飛騨市ホームページでご覧いただけます！
ひだプラすキャラバンで聞き出した裏話もたっぷり！
まちづくりのヒントになるかも？ぜひご覧ください。
https://www.city.hida.gifu.jp/site/hidaplus/

まちづくり団体募集中！
あなたのまちづくり活動や、街で見つけた
素敵な人たちの活動を、広報ひだで市民に
紹介しませんか？自薦他薦は問いません！

お問合せは地域振興課まで　
　 0577-62-8904

　
２
０
０
７
年
、
大
切
な
絵
本
を
持
ち
寄
り

紹
介
し
あ
う
イ
ベ
ン
ト
か
ら
始
ま
り
、
絵
本

が
大
好
き
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
、
読
み

語
り
や
手
品
な
ど
、
様
々
な
切
り
口
の
活
動

を
通
じ
て
絵
本
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
の
が
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
思
い
出
の
絵
本
展
」
で
す
。
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。
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で
す
。

設立：2011 年 11 月　メンバー数：43 名
主な活動地域：飛騨地域
主な活動：

・思い出の絵本展
（11/21～11/25 飛騨市図書館２F にじのひろばで開催）
・ぐるっと町ごと絵本館　・出前絵本展　など

　
立
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。

変
化
し
な
が
ら
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け
て
い
き
た
い
。』
と
今
後

の
想
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

設立：2004 年 秋　メンバー数：25 名
主な活動地域：飛騨市古川町弐之町通り
主な活動：

ぼんぼり夢街道、古川町弐之町通りの活性化を
中心にしたイベント開催など
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財政課 0577-62-8903

　市の財政運営について市民の皆さんに知っていただくため、「飛騨市財政事情の作成および公表に関する条例」に基づ
き、年に２回、予算の執行状況などを公表しています。
　今回は、平成30年度（平成30年９月30日現在）の予算額に対する歳入・歳出額、基金、市債の状況をお知らせします。

お
知
ら
せ
平成30年度予算の執行状況を公表します（平成30年９月末現在）

●一般会計の執行状況

収入済額： 収入率： 支出済額： 執行率：

●特別会計の執行状況 ●基金の現在高

特別会計総額
収入率：32.0%
執行率：32.8%

●市債の現在高

●企業会計の執行状況

企業会計総額
収入率：31.6%
執行率：29.3%

会計名

会計名 市債現在高 市民１人あたり

基金現在高 市民１人あたり
138億6,472万円

16億3,678万円
14億4,883万円

169億5,033万円

568,832円
67,153円
59,442円

695,427円

　収入不足や将来の事業に備えて蓄えているお金（貯金）

　学校や道路などを整備するために借りたお金（借金）

合 計

　地方公営企業法の適用を受け、営利的な事業を行う会計

情報施設
給食費

下水道事業（５会計）

　特定の事業を行うため、一般会計とは別に設置される会計

一 般 会 計
特 別 会 計
企 業 会 計

後期高齢者医療

29億1,768万円
9億2,099万円
8億5,364万円

国民健康保険病院事業

支出済額
国民健康保険

水道事業

駐車場事業

介護保険

支出済額会計名

会計名 予算額 収入済額

87億440万円
27億8,853万円
28億5,668万円

　市が行う仕事の中心部分となる会計です。皆さんから納めていただいた市税や国から交付される地方交付税を主な収入源とし、福祉施策
やごみ処理、公共施設の整備、小・中学校の運営など様々な行政サービスの提供に使われます。

歳 入 90億4,878万円 41.9% 歳 出 29.4%

歳出総額
（ 29.4% ）

総務費
（ 25.0% ）

民生費
（ 33.9% ）

衛生費
（ 23.6% ）

土木費
（ 14.0% ）

公債費
（ 46.2% ）

その他
（ 28.5% ）

63億4,741万円

歳入総額
（ 41.9% ）

市税
（ 52.8% ）
地方交付税
（ 69.3% ）
国庫支出金
（ 13.4% ）

県支出金
（ 11.2% ）

市債
（ 0.0% ）

その他
（ 46.6% ）

216億   740万円
90億4,878万円
34億1,484万円
18億   322万円
72億1,435万円
50億   138万円
28億   418万円

3億7,674万円
15億2,600万円

1億7,090万円
30億1,000万円

０万円
36億3,803万円
16億9,654万円

216億   740万円
63億4,741万円
29億4,959万円

7億3,624万円
48億   528万円
16億3,112万円
13億8,969万円

3億2,752万円
28億3,139万円

3億9,643万円
28億8,702万円
13億3,297万円
67億4,444万円
19億2,312万円

1億2,745万円
7億2,618万円

1億5,957万円
7億6,142万円

679,329円
384,208円

60,558円
1,124,095円

165億5,798万円
93億6,468万円
14億7,605万円

273億9,870万円

一 般 会 計
特 別 会 計
企 業 会 計
合 計

予算額 収入済額

■ 予算額 ■ 収入済額 ■ 支出済額

■ 予算額 ■ 収入済額 ■ 支出済額

■ 予算額 ■ 収入済額 ■ 予算額 ■ 支出済額

10億3,681万円
1億2,606万円

13億7,426万円
1億8,018万円

433万円
5,143万円
1,546万円

9億6,902万円
9,716万円

12億9,892万円
4億5,692万円

5万円
2,214万円
1,248万円

29億9,035万円
3億9,070万円

33億7,678万円
17億9,500万円

890万円
1億   587万円

3,680万円

8億3,615万円
20億8,153万円

飛騨の薬草を学ぶ
教養講座

（
村
上
光
太
郎
　「
薬
草
を
食
べ
る
」よ
り
）

シイタケ

連 載 の 庭

総合政策課 0577-73-6558

　
薬
剤
師
は
、
医
薬
品
全
般
に
つ
い

て
、
幅
広
い
知
識
を
持
つ
薬
の
専
門

家
で
す
。

　
病
院
や
診
療
所
で
は
、薬
の
調
剤
、

注
射
や
点
滴
の
調
整
・
管
理
、
飲
み

方
の
指
導
、
在
庫
・
品
質
の
管
理
な

ど
薬
を
有
効
か
つ
安
全
に
使
用
す
る

た
め
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
薬
局
薬
剤
師
は
、
医
療
機
関
か
ら

の
処
方
箋
に
基
づ
き
薬
の
調
剤
や
薬

の
正
し
い
使
い
方
の
指
導
、
薬
の
飲

み
合
わ
せ
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。一
般
医
薬
品
な
ど
す
べ

て
の
薬
を
販
売
し
た
り
、健
康
食
品
・

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
選
び
方
、
在
宅
介

護
の
支
援
な
ど
の
相
談
に
の
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
製
薬
会
社
で
は
、
医
薬
品
の
研
究

開
発
や
製
造
、品
質
管
理
の
ほ
か
、医

師
、薬
剤
師
、看
護
師
等
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
応
じ
て
、
薬
に
関
す
る
専

門
的
な
情
報
を
適
切
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
卸
販
売
会
社
で
は
、
病
院
や
薬
局

へ
薬
を
売
っ
た
り
、保
管
・
管
理
、専

門
的
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
で
は
、
国
、
県
庁
、
保
健
所
な

ど
に
勤
め
ま
す
。薬
事
監
視
員
と
し

て
、
医
薬
品
等
の
表
示
・
保
管
・
適

正
使
用
に
つ
い
て
調
査
、指
導
、監
視

を
し
た
り
、研
究
機
関
で
は
、試
験
検

査
、
医
薬
品
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
薬
剤
師
と
言
っ
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
や
組
織
で
業

務
や
役
割
が
異
な
り
ま
す

薬
剤
師
に
な
る
た
め
に
は
？

　
薬
剤
師
国
家
試
験
の
受
験
資
格

は
、
薬
科
大
学
か
大
学
の
薬
学
部
の

６
年
制
を
卒
業
す
る
こ
と
で
得
ら
れ

ま
す
。

　
合
格
率
は
60
〜
70
％
。大
学
薬
学

部
の
１
年
間
の
学
費
に
つ
い
て
は
、

国
立
大
学
54
万
円
程
度
、
私
立
大
学

２
０
０
万
円
程
度
で
す
。

　
薬
剤
師
に
な
る
こ
と
は
、
決
し
て

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。薬
学
部
に

入
学
す
る
た
め
の
学
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
、
薬
剤
師
に
な
っ
て
か
ら
何

が
し
た
い
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
必
要
な
職
場
も
あ
り
ま

す
。ま
た
早
く
か
ら
家
族
と
の
相
談

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。自
分
の
決

意
も
含
め
て
。

　
ぜ
ひ
、一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。ま
る
ご
と
食
べ
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。

　
シ
イ
タ
ケ
を
酒
の
お
か
ず
に
す
る
と
よ
く
酔
う
と

い
う
話
も
そ
の
血
流
改
善
効
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
乾
燥
シ
イ
タ
ケ
を
黒
焼
き
に
す
る
と
尿
の
出
が
悪

い
人
に
効
き
ま
す
。ま
た
血
圧
降
下
作
用
も
あ
り
、食

物
繊
維
や
カ
リ
ウ
ム
も
多
く
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
相

乗
的
に
効
果
を
発
揮
す
る
の
で
、
高
血
圧
の
人
は
継

続
し
て
取
り
続
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
乳
製
品

と
一
緒
に
取
る
こ
と
で
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
よ
く

な
る
の
で
、
骨
を
丈
夫
に
し
た
い
人
も
毎
日
食
べ
た

い
で
す
ね
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
心
配
な
人
は
肉
と
一
緒
に
料

理
す
る
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
排
出
す
る
効
果
が
得

ら
れ
ま
す
。こ
ん
な
に
効
果
抜
群
な
シ
イ
タ
ケ
。い
ろ

ん
な
料
理
と
合
わ
せ
て
継
続
し
て
食
べ
て
、
お
い
し

く
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
秋
も
ど
ん
ど
ん
深
ま
る
に
つ
れ
、
薬
草
が
た
く
さ

ん
採
れ
る
時
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。飛
騨
は

雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
冬
を
迎
え
ま
す
が
、
冬
で
も
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
買
え
る
も
の
に
も
実
は
薬
草
と
し
て
使

え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
紹
介
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
一
年
中
手
に
入
る
も
の
と
言
え
ば
シ
イ
タ
ケ
。飛

騨
は
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
も
盛
ん
で
す
ね
。ま
た
、

自
分
の
家
で
シ
イ
タ
ケ
を
育
て
て
い
る
と
い
う
方
も

い
る
で
し
ょ
う
。

　
シ
イ
タ
ケ
は
骨
や
歯
の
形
成
に
関
係
す
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
に
変
わ
る
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
身
近
な
の
で
薬
用
に
で

き
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
そ
の
効
果
た
る
や
素
晴
ら
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。例
え
ば
干
し
シ
イ
タ
ケ
を
煮
て
出
た
汁

を
飲
む
と
咳
、風
邪
、心
臓
病
、動
脈
硬
化
、高
血
圧
、

腎
臓
病
、食
中
毒
、便
秘
、二
日
酔
い
、冷
え
性
、不
眠

症
、疲
労
回
復
と
い
っ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
。肌
に
塗

れ
ば
、
ひ
び
、
あ
か
ぎ
れ
、
し
も
や
け
に
効
果
が
あ
り

15 2018年11月号

「薬剤師はどんなお仕事？」
飛騨市民病院　薬剤科
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場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ http://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト http://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 

QR コード 

10月31日現在（敬称略）

お
誕
生

お
名
前	

 

住 

所	
	
 

保
護
者

〔
古
川
町
〕

上
田　

瑚こ
こ
な七　
　

下
気
多	

	

武
範
・
芽
依
子

中
村　

杏あ
ん
り梨　
　

杉
崎	

	

康
平
・
美
遥

渡
邉　

正し
ょ
う
り理　
　

栄
一
丁
目	

	

正
嗣
・
真
理
子

關
口
梁り
ょ
う
た
ろ
う

太
朗　
　

幸
栄
町	

	

耕
太
・
春
美

間
所　

奏そ
う
た太　
　

高
野	

	
篤
司
・
絵
理

〔
河
合
町
〕

西
田　

光
城　
　

稲
越	

	

（
67
）

岩
佐
美
千
子　
　

角
川	

	

（
77
）

〔
宮
川
町
〕

大
下　

外
二　
　

高
牧	
	

（
81
）

〔
神
岡
町
〕

霜
出　

き
よ　
　

船
津
（
常
盤
）	

	

（
99
）

船
坂　

利
孝　
　

館
野
町
（
弥
生
１
）		

（
85
）

森
本　

良
徳　
　

館
野
町
（
弥
生
５
）		

（
70
）

岩
越　

ア
ヤ　
　

東
町
（
城
下
２
）	

	

（
90
）

溝
口
久
美
子　
　

小
萱
（
上
小
萱
）	

	

（
49
）

松
田　

謙
二　
　

数
河	

	

（
63
）

古
中　

ハ
ル　
　

船
津
（
旭
川
１
）	

	

（
79
）

髙
橋　

正
夫　
　

船
津
（
相
生
２
）	

	

（
92
）

吉
澤　
　

武　
　

船
津
（
西
ケ
丘
）	

	

（
86
）

林
之
下
國
子　
　

西
（
西
４
）	

	

（
86
）

お
名
前	

 

住 

所	
	

年
齢

〔
古
川
町
〕

光
武　

郷
子　
　

殿
町	
	

（
65
）

有
家　

佳
子　
　

栄
二
丁
目	

	

（
90
）

桐
山　

吉
敬　
　

三
之
町	

	

（
86
）

川
邊　

つ
や　
　

杉
崎	

	

（
93
）

三
輪　

ミ
ツ　
　

若
宮
二
丁
目	

	

（
91
）

田
腰
三
代
子　
　

杉
崎	

	

（
75
）

坂
端　

忠
宜　
　

杉
崎	

	

（
91
）

仲
嶋　

愽
司　
　

信
包	

	

（
93
）

大
松　

一
雄　
　

上
野	

	

（
95
）

浦
田　

ひ
さ　
　

黒
内	

	

（
94
）

中
村
冨
三
男　
　

黒
内	

	

（
89
）

片
町　

孝
子　
　

杉
崎	

	

（
79
）

田
中　

泰
造　
　

戸
市	

	

（
90
）

秋
田
テ
ル
子　
　

栄
一
丁
目	

	

（
92
）

葛
井
カ
ズ
子　
　

向
町
二
丁
目	

	

（
90
）

布
勢　

道
子　
　

弐
之
町	

	

（
91
）

『
交
通
安
全
俳
句
』

初
雪
に
　
見
と
れ
る
前
に
　
周
り
見
て

吉
城
高
校
卒
業
生
　
岩
川　

帆
乃
栞
さ
ん

【
作
者
の
思
い
】

初
雪
が
き
れ
い
で
見
と
れ
て
し
ま
う
け
ど
、
周
り
を
確
認
し

て
か
ら
見
る
よ
う
に
し
な
い
と
危
な
い
で
す
。

飛
騨
警
察
署
交
通
課
長

お

悔

み

ご

寄

付

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

〔
飛
騨
市
民
病
院
へ
〕

　

滝
川　
　

保　
　

様　
（
神
岡
町
）	

金
額
非
公
表

〔
老
人
保
健
施
設
た
か
は
ら
へ
〕

　

松
葉　
　

廣　
　

様　
　
　

ケ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン　

３
個

	

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ク
ッ
シ
ョ
ン　

４
個

	

バ
ラ
ン
ス
ク
ッ
シ
ョ
ン　

１
個

	

ペ
グ
ボ
ー
ド
（
リ
ハ
ビ
リ
用
具
）
１
個

	

セ
ラ
バ
ン
ド
チ
ュ
ー
ブ
（
リ
ハ
ビ
リ
用
具
）
２
個

〔
福
祉
事
業
〕

　

山
田　

碩
保　
　

様　
（
古
川
町
）	

金
十
万
円

〔
古
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
〕

　

金
子　

公
彦　
　

様　
（
古
川
町
）	

木
製
遊
具　

１
式

〔
古
川
町
総
合
会
館
・
ま
つ
り
会
館
横
歩
道
花
壇
へ
〕

　

一
輪
会　

代
表　

岩
原　

信
男　

様　
（
古
川
町
）

	

ヒ
マ
ラ
ヤ
ユ
キ
ノ
シ
タ　

植
栽

〔
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
〕

　

神
岡
中
学
校　

生
徒
会　
　

様　
（
神
岡
町
）	

	

金
一
万
七
千
八
百
一
円

〔
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義
援
金
〕

　

神
岡
中
学
校　

生
徒
会　
　

様　
（
神
岡
町
）	金
二
万
円

〔
災
害
対
策
事
業
寄
附
金
〕

　

潘　

麗　

様
（
中
華
人
民
共
和
国
上
海
市
）	

金
五
万
円

お
名
前	

 

住 

所

坪
田　
　

亮　
　

古
川
町
杉
崎

古
幡　

由
華　
　

長
野
県
松
本
市

ご
結
婚

〔
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
〕（
９
月
１
日
～
９
月
30
日
）	

保
田　

宗
治　
　

様
（
神
奈
川
県
）	

金　
　

三
万
円

鴨
井　

輝
二　
　

様
（
愛
知
県
）	

金　
　

二
万
円

小
畑　

英
宜　
　

様
（
福
岡
県
）	

金
一
万
五
千
円

富
澤
絵
美
衣　
　

様
（
神
奈
川
県
）	

金　
　

三
万
円

日
比
野
英
子　
　

様
（
東
京
都
）	

金　
　

三
万
円	

金
田　

真
男　
　

様
（
千
葉
県
）	

金　
　

五
万
円

河
田　

伸
幸　
　

様
（
東
京
都
）	

金　
　

一
万
円

渋
谷　

達
夫　
　

様
（
埼
玉
県
）	

金　
　

三
万
円

村
田　

順
一　
　

様
（
東
京
都
）	

金　
　

五
万
円

上
手　

清
吾　
　

様
（
東
京
都
）	

金　
　

五
万
円

谷
口　

鉄
朗　
　

様
（
埼
玉
県
）	

金
三
万
四
千
円

神
林
あ
か
り　
　

様
（
東
京
都
）	

金
一
万
一
千
円

塩
屋　

良
二　
　

様
（
愛
知
県
）	

金　
　

一
万
円

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
L.M　

様
（
大
阪
府
）	

金　
　

五
千
円	

荒
田　

隆
之　
　

様
（
大
阪
府
）	

金　
　

一
万
円	

渡
部　

朝
史　
　

様
（
東
京
都
）	

金　
　

二
万
円

小
西　

正
毅　
　

様
（
東
京
都
）	

金
一
万
四
千
円

天
木　
　

勇　
　

様
（
愛
知
県
）	

金　
　

三
万
円

河
添　

倫
也　
　

様
（
東
京
都
）	

金
一
万
五
千
円

中
田　

琢
巳　
　

様
（
岐
阜
県
）	

金
一
万
七
千
円

濱　
　
　

隆　
　

様
（
滋
賀
県
）	

金　
　

二
万
円

山
田　

和
雄　
　

様
（
愛
知
県
）	

金　
　

五
千
円

山
下　

博
昭　
　

様
（
富
山
県
）	

金
三
万
四
千
円

平
山　

綾
香　
　

様
（
北
海
道
）	

金　
　

二
万
円

太
田　

典
子　
　

様
（
東
京
都
）	

金　
　

五
万
円



飛騨市・新港郷友好都市提携一周年記念事業 特
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同
日
が
友
好
都
市
提
携
の
一

周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
お

互
い
の
伝
統
文
化
を
披
露
し
、

交
流
を
更
に
深
め
る
た
め
の
式

典
を
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
と
し

て
、
さ
く
ら
保
育
園
の
年
長
児

に
よ
る
「
獅
子
の
舞
」
の
お
遊
戯

が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
都
竹
市

長
、
林
新
港
郷
長
、
陳
新
港
文
郷

基
金
会
董
事
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
飛
騨
市
か
ら
は
、
江
戸
木
遣

り
保
存
会
に
よ
る
「
木
遣
り
」
と

飛
騨
市
消
防
団
神
岡
方
面
隊
梯

子
組
に
よ
る
「
梯
子
乗
り
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
港
郷
か
ら
は
、
新
港
奉
天

宮
の
映
像
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、触

れ
太
鼓「
報
馬
仔
」、楽
舞「
六
佾

舞
」、
獅
子
舞
、
道
教
の
少
年
神

「
電
音
三
太
子
」、
媽
祖
の
家
来

で
あ
る「
千
里
眼
」、「
順
風
耳
」

な
ど
色
鮮
や
か
で
見
て
い
て
と

て
も
楽
し
い
伝
統
芸
能
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
藤
橋
会
に
よ
る「
飛

騨
能
　
藤
橋
」の
上
演
や
、
本
年

８
月
に
新
港
郷
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
行
き
、
現
地
で
様
々
な
交
流

を
さ
れ
た
吉
城
高
等
学
校
・
飛

騨
神
岡
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ

る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
飛
騨
市
民
の
方
々
に
新
港
郷

の
文
化
や
飛
騨
市
と
の
交
流
の

歴
史
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
飛

騨
市
美
術
館
に
お
い
て
、
新
港

郷
・
飛
騨
市
文
化
展
覧
会
を
10

月
28
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
館
に
あ
た
り
、
林
新
港
郷

長
、
何
新
港
奉
天
宮
董
事
長
、
陳

新
港
文
郷
基
金
会
董
事
長
、
都
竹

市
長
、
布
俣
県
議
会
議
員
、
高
原

飛
騨
市
議
会
議
長
、
四
街
祖
媽

（
新
港
奉
天
宮
の
本
堂
に
祭
ら
れ

る
媽
祖
像
の
一
つ
で
由
緒
あ
る

神
像
）
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
、
開
館
を
待
っ
て
い
た
市
民

と
一
緒
に
媽
祖
が
奉
ら
れ
て
い

る
奉
天
宮
の
祭
壇
や
、
新
港
郷
の

芸
術
家
で
あ
る
金
細
工
の
呉
卿

氏
、
交
趾
焼（
色
絵
陶
磁
器
）の
陳

忠
正
氏
と
謝
東
哲
氏
、
木
彫
り
の

楊
永
在
氏
の
作
品
な
ど
71
点
の

伝
統
工
芸
品
等
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■飛騨市・新港郷友好都市提携
　一周年記念式典飛騨市文化交流センター

▲陳世憲氏による書道パフォーマンス

▲展覧会の会場▲テープカットを行う関係者ら

▲作品の説明をする呉卿氏 ▲媽祖を奉る奉天宮の祭壇

▲交趾焼の体験をする子どもたち

■
新
港
郷
・
飛
騨
市

　
　
　
　文
化
展
覧
会

か
、
新
港
郷
の
伝
統
工
芸
の
交
趾

焼
の
体
験
、
地
元
名
産
の
新
港
飴

や
お
茶
の
試
飲
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
同
会
場
で
は
、
11
時
か

ら
、
台
湾
で
有
名
な
書
道
家
の
陳

世
憲
氏
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
古
川
祭
保

存
会
の
駒
侑
記
扶
氏
の
笛
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
書
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
時
開
催
と
し
て
、
飛

騨
最
大
級
の
親
子
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
「
m
a
m
a 

m
e 

p
a
r
t
y
」

が
行
わ
れ
、
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

し
が
い
そ
ま

４

題
ろいろい
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神岡でドローンとロボットに触れる
10月６日（土）　流葉スキー場

神岡ドローン＆ロボットフェスin流葉

　神岡ドローン実行委員会主催の「神岡ドローン＆ロボット
フェスin流葉」が６日、神岡町の流葉スキー場で行われました。
　この日は、約1,500人のお客さんが訪れ、ドローンの操縦体
験会やドローンゲーム、プログラミング教室など、大人から子
どもまで多くの来場者が体験やゲームを楽しみました。
　また、カミオカロボットバトルも同時開催され、二足歩行ロ
ボットによる白熱したバトルが繰り広げられました。

全国初　自治体で地域限定電子通貨を採用
10月１日（月）　市役所

｢さるぼぼコインの決済に関する覚書｣を締結

ドローンゲームに挑戦する参加者ら 覚書を手にする大原理事長と都竹市長

　市と飛騨信用組合は1日、市民保健課や税務課で取り扱う
住民票、印鑑証明手数料や納税証明書などの窓口手数料の
電子決済化に向けたモデル事業の覚書を締結しました。
　この事業では、飛騨信用組合で展開している飛騨地域限
定電子通貨「さるぼぼコイン」を活用し、窓口業務手数料を
電子決済で行うことができ、地域限定電子通貨を採用した
自治体は全国で初めてです。
　この日は、同組合の大原誠理事長と都竹市長が出席し、覚
書に署名しました。

飛騨の薬草の魅力を発信
10月２日（火）　市長室

新たな地域おこし協力隊を委嘱

委嘱状を手にする岡本さんと都竹市長

　市では、現在取り組んでいる「飛騨市薬草ビレッジ構想
プロジェクト」の推進に向けて、新たに地域おこし協力隊員
として就任する岡本文さんの委嘱状交付式を行いました。
　岡本さんは、千葉県浦安市の出身でフランスやニュー
ヨークでの花屋で働いた経験などを活かし、官民一体と
なって薬草の普及事業などに携わります。
　岡本さんは「飛騨市には良い素材がたくさん眠っている
ので、すべてをフル活用して全体をパワーアップし、日本だ
けでなく海外にも発信していきたい」と話しました。

テープカットを行う関係者ら

中河与一の貴重な資料を展示
10月６日（土）　神岡町　奥飛騨山之村牧場

「中河与一文学資料室」がリニューアルオープン

　天の夕顔「中河与一文学資料室」のリニューアルオープン記
念イベントが奥飛騨山之村牧場で行われました。
　この記念イベントは、小説「天の夕顔」で一躍ベストセラー作
家となった中河与一に関する展示を行う文学資料室が、同地
区の奥飛騨山之村牧場に移転したため行われました。
　この日は、同牧場のエントランスに設置された資料室の前
で、都竹市長や関係者らオープニングセレモニーが行われテー
プカットが行われました。
　この資料室には、中河与一さんの写真のほか書、愛用のゴル
フバッグなど100点近く展示され、入場は無料となっています。
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テープカットを行う関係者ら

水力発電で地域活性化へ
10月11日（木）　宮川町菅沼　菅沼水力発電所

「菅沼水力発電所」竣工式

覚書を手にする岩井署長と都竹市長

犯罪ゼロのまちを目指して
10月９日（火）　市役所

飛騨警察署と防犯カメラに関する協定を締結

　市と飛騨警察署の間で防犯カメラに関する協定締結式が
９日、市役所で行われました。
　この協定は、市の取り組みとして進めている防犯カメラの
設置について、同署から設置に関する助言をいただいたり映
像データを犯罪捜索に役立てるものです。
　式では、同署の岩井靖署長と都竹市長が出席し、協定書
に調印しました。
　今年度は市役所駐車場や若宮駐車場など４カ所に計５台
の防犯カメラを設置予定で、来年度は道の駅スカイドーム神
岡など４カ所、再来年は２カ所に設置する予定です。

子どもたちに喜んでもらいたい
10月11日（木）　古川子育て支援センター

金子さんが木のおもちゃを寄付

木製キッチンセットで遊ぶ子どもたち

　木のおもちゃの贈呈式が11日、古川子育て支援センターで
行われました。
　この寄付は、古川町の大工である金子公彦さんが地元の
子どもたちにぜひ使ってほしいと手作りの木製キッチンセッ
トを市へ寄付するもので、この日は金子さんから都竹市長に
木製キッチンセットが贈呈された後、除幕が行われ利用者の
方々にお披露目しました。
　木製キッチンセットは、子どもたちが安全に遊べるように、
角を丸くする、釘を使わないなどさまざまな工夫がされてお
り、利用した子どもたちはとても楽しそうに遊んでいまし
た。

　大和ハウス工業㈱、東芝の子会社シグマパワーホール
ディングスと坂本土木㈱の3社の合弁会社ＤＴＳ飛騨市水
力発電㈱が11日、宮川町菅沼地区で建設を進めてきた「菅
沼水力発電所」が完成し竣工式が行われました。　
　この日は、関係者ら約60人が竣工式に出席し、テープ
カットや発電起動式、発電所内のお披露目などが行われま
した。
　都竹市長は「飛騨市にとって水を電気に変えることは市
民の誇りに繋がり、飛騨市の環境をこのように使えると自
信にも繋がる。水力発電は永く続く取り組み。私たちの世
代のみならず子どもや孫の世代までも維持や取り組みをし
ていきたい」とあいさつしました。

テープカットを行う橋本会長と都竹市長

障がい者の就労を支援
10月10日（水）　古川町金森町

市内で初の就労移行支援事業所が開所

　社会福祉法人吉城福祉会は10日、就労移行支援事業所
「喫茶いこいの家」の開所式を行いました。
　「喫茶いこいの家」は、一般企業などで就労を希望する
障がいのある人が一定期間、就労するための知識や能力の
向上に必要な訓練を行うことができる就労移行支援事業
所で、事業所では喫茶店で働きながら、接客などによるコ
ミュニケ―ション能力向上やマナー学習、企業実習などの
就労訓練を行います。
　この日は、現地で開所式が行われ、都竹市長、同会の橋
本正人理事長ら関係者約32人が出席し、テープカットが行
われました。
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飛
騨
市
と
新
港
郷
は
、平
成
6
年
に
台
湾
の
行
政
院
文
化
建
設
委

員
会
の
日
本
視
察
団
が
偶
然
に
飛
騨
古
川
を
訪
れ
た
ご
縁
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
以
降
、
新
港
郷
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た

新
港
文
教
基
金
会
と
飛
騨
市
観
光
協
会
、古
川
祭
保
存
会
と
の
間
で

活
発
な
民
間
交
流
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。　

　
平
成
18
年
に
は
、台
湾
の
小
学
校
４
年
生
の
国
語
の
国
定
教
科
書

に
飛
騨
古
川
の
ま
ち
づ
く
り
が
紹
介
さ
れ
、
平
成
27
年
に
は
、
台
湾

の
台
中
に
て
古
川
祭
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、現
地
で
起
し
太
鼓
や
獅

子
舞
、
子
ど
も
歌
舞
伎
を
実
演
す
る
な
ど
、
多
く
の
方
に
古
川
祭
を

知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
交
流
が
実
を
結
び
、平
成
29
年
10
月
13
日
に
自
治
体
レ

ベ
ル
で
の
友
好
都
市
提
携
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。そ
の
後
、「
日
台

友
好
の
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
市
内
高
校
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」、

「
図
書
の
本
の
交
流
」な
ど
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
友
好
都
市
提
携
締
結
の
一
周
年
を
記
念
し
、
10
月

12
日（
金
）か
ら
10
月
14
日（
日
）の
３
日
間
に
わ
た
り
、台
湾
新
港
郷

の
郷
長
は
じ
め
総
勢
92
名
を
お
招
き
し
て
、飛
騨
市
・
新
港
郷
友
好

都
市
提
携
一
周
年
記
念
事
業（
同
事
業
実
行
委
員
会
池
田
孝
吉
実
行

委
員
長
）を
開
催
し
ま
し
た
。

飛騨市・新港郷友好都市提携一周年記念事業
台湾新港郷と友好の絆深める

しん かん ごう

▲友好都市提携締結式の様子（平成29年10月13日）

▶
飛
騨
古
川
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
台
湾
の

　教
科
書
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百歳おめでとうございます
10月15日（月）　古川町金森町

坂下ヨカさん百歳褒賞

　古川町金森町の坂下ヨカさんが百歳を迎えられました。こ
れに合わせ、都竹市長らが自宅へ訪問し、賞状やお祝いの花
束などを坂下さんに手渡しました。
　坂下さんは現在療養中で、暖かい家族に支えられながら
幸せな毎日を過ごしています。
　都竹市長は「家族で助け合いながら長生きしていただきた
い」と話しました。

感謝状を手にする西田社長（右）と青木社長（左）都竹市長から感謝状を受け取る西田社長（左）

獅子舞８社が勇壮に舞を披露
10月21日（日）　神岡町　神岡城周辺

第47回神岡飛騨獅子まつり

　市内外の獅子が集う「第47回神岡飛騨獅子まつり」が21
日、神岡町の神岡城周辺で行われました。
　この日は、神岡町の江馬獅子組、大津神社獅子組、古川町
の水穂神社若社中、河合町の小雀獅子保存会、宮川町の宮
川伝統芸能保存会、北振若連中、高山市の徳祐会、富山県南
砺市の皆葎獅子保存会の８社が獅子舞を披露し、来場者は
各社中の特徴ある獅子舞に大きな拍手を送りました。
　また、地元の保育園や中学校、童心飛騨高山太鼓団のス
テージイベント、特産品などのバザーも行われ、多くの来場者
でにぎわいました。

北振若連中による神楽獅子

三井金属鉱業と三井金属エンジニアリングから企業版ふるさと納税をいただきました
10月29日（月）　東京都　三井金属鉱業株式会社

企業版ふるさと納税を活用し飛騨市へ寄付

　三井金属鉱業（株）（東京都品川区）と三井金属エンジニアリング（株）（東京都墨田区）から地方創生応援税制（企業版ふるさと納
税）を活用し、飛騨市に計６千万円の寄付をいただきました。
　この寄付は、市が進めている飛騨神岡宇宙最先端科学パーク構想加速化拠点整備事業として来年３月にオープン予定の「ひだ宇宙
科学館カミオカラボ」の整備財源に充てられます。
　この日は、都竹飛騨市長や高原市議会議長が三井金属鉱業本社を訪れ、西田計治同社社長と青木一彦三井金属エンジニアリング
社長より目録を受け取り、都竹市長から感謝状が手渡されました。
　三井金属鉱業は、1874年に三井組が神岡町で鉱山事業の経営を始めて以来、150年近くにわたり神岡の地で操業を継続されてお
り、社会貢献活動の一環として三井金属鉱業が５千万円、三井金属エンジニアリングが１千万円の寄付をしていただきました。
　都竹市長は「事業に賛同いただけたことに市民らも勇気づけられます。心より感謝しております」とあいさつし、西田社長は「将来の
日本を支えていく子どもたちのための大事な取り組みだと思います」、青木社長は「夢が語られる施設になってほしい」と話しました。

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます
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交通事故
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本年累計

昨年同期
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転　入
転　出

（10月31日現在） の状況（10月31日現在）の動き（11月１日現在 住民登録人口） の状況

Vol.1

▲珈琲やスイーツ片手にくつろぐのもよ
し、家族でモノづくりもよし

▲様々なコラボで新たなキットが開発されている。
『MOTHER’S HOUSE』とコラボした『ベーグル専用スプーン』や、
広島焼き『えん』とコラボした『お好み焼き用のへら』が最新作。

▲初心者の方にお勧めの飛騨の広葉樹アイスクリームスプーンづく
り。市外の方なら5,000円を飛騨市にふるさと納税すれば体験でき
る。寄付していただいた方にチケットをお送りし、ご都合の良いタイ
ミングで、予約していただく。

▲築100年以上の古民家を改装。蔵エリア
は江戸時代から続くというから驚きだ

▲カフェスペースには中庭があり、お子様を遊ば
せてくつろぐこともできる

　
第
１
回
は
、
弐
之
町
のFabC

afe H
ida

を
ご
紹

介
。FabC

afe H
ida

は
、
カ
フ
ェ
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
・

モ
ノ
づ
く
り
が
融
合
し
た
場
所
。「
よ
く
、
わ
か
り
に
く

い
し
、
入
り
に
く
い
と
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
う
ち
に

は
意
外
と
い
ろ
ん
な
人
が
集
る
ん
で
す
」
堀
之
内
さ
ん

は
語
る
。こ
こ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
マ
マ
が
く
つ
ろ

い
で
い
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
若
者
が

い
た
り
、
珈
琲
を
飲
み
に
立
ち
寄
っ
た
男
性
が
い
た

り
、
は
た
ま
た
、
木
工
作
家
さ
ん
が
作
業
を
し
て
い
た

り
と
、本
当
に
多
様
な
人
が
集
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
初
心
者
の
方
で
も
気
軽
に
木
工
体
験
が

出
来
る
。「
こ
こ
で
使
っ
て
い
る
木
は
、
飛
騨
の
広
葉
樹

の
中
で
も
、
細
く
て
製
品
化
が
難
し
く
て
捨
て
ら
れ
て

し
ま
い
が
ち
な
木
材
で
す
。そ
う
い
っ
た
木
か
ら
で
き

た
木
工
キ
ッ
ト
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
箸
な
ど
を
作
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。県
外
か
ら
の
お
客
様
も
多
く
、
地

元
の
私
た
ち
に
は
当
た
り
前
の
森
や
、
職
人
さ
ん
の
存

在
が
こ
ん
な
に
喜
ば
れ
る
と
は
驚
き
で
す
ね
」
地
元
の

職
人
の
サ
ポ
ー
ト
の
元
、
本
格
的
な
木
工
も
可
能
で
、

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
グ
ッ
ズ
な
ど
の
製
作
の
た
め
、
遠
方
か

ら
滞
在
製
作
の
お
客
様
も
珍
し
く
な
い
。

　「
今
、私
は
飛
騨
の
お
店
と
コ
ラ
ボ
し
、色
々
な
木
工

キ
ッ
ト
を
開
発
し
て
い
ま
す
。最
近
人
気
が
出
て
来
た

の
は
、
ア
イ
ス
ス
プ
ー
ン
作
り
キ
ッ
ト
（1,000

円
）。

こ
ち
ら
は
、
紙
ヤ
ス
リ
だ
け
で
削
っ
て
い
く
の
で
、
小

さ
な
お
子
様
連
れ
で
も
安
心
し
て
体
験
し
て
も
ら
え

ま
す
。こ
の
体
験
か
ら
、
ま
ず
飛
騨
の
木
や
森
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
」
30
分
程
度
が

目
安
と
な
る
体
験
だ
が
、
凝
り
始
め
る
と
２
時
間
削
り

続
け
る
方
も
い
る
と
い
う
。体
験
の
後
は
、
自
分
の

作
っ
た
ス
プ
ー
ン
で
『
牧
成
舎
』
の
ア
イ
ス
を
食
べ
る

こ
と
も
で
き
る
。「
つ
く
る
こ
と
が
食
べ
る
こ
と
へ
繋

が
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。い
ろ
ん
な
人
や
も
の
が

繋
が
る
こ
の
場
所
へ
、ぜ
ひ
気
軽
に
来
て
み
て
ほ
し
い
」

と
、堀
之
内
さ
ん
は
語
る
。

FabCafe Hida
堀之内　里奈さん
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